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例　言

１．本年報は、令和６年度の史跡鳥取城跡附太閤ヶ平にかかわる調査研究成果の報告書である。

２．本書の編集は、坂田邦彦（鳥取市教育委員会文化財課文化財専門員）が担当した。
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藤堂高虎と二人の正室久芳院と松寿院

１．はじめに

天正 5年から天正 9年にかけて但馬の城郭と羽柴

秀吉と羽柴秀長等による但馬攻めについて、西尾孝

昌氏は但馬の山城を現地調査して図化し、但馬地域

の 3市 2町と連携して多くの調査報告書を発刊して

いる1。報告では一次史料に加えて、『公室年譜略』

（安永 3 年1774）・『高山公実録』（嘉永 3 年～安政元

年1850～1854）・『増補七美郡誌』（明治39年1906）・

『校補但馬考』（大正11年1922）等を基に小代一揆等の

動向を踏まえながら城郭の果たした歴史的な役割を

検討している。天正 9年10月の鳥取城主吉川経家の

切腹まで、播磨国・但馬国・因幡国が織田信長方（羽

柴秀長・羽柴秀吉）に対する毛利輝元方（吉川元春）

との境目の戦争が展開した。また、天正 9年の鳥取

城攻めをめぐる研究は鳥取県の研究者等により一次

史料に基づいた研究が進展している2。

天正 9年 7月には羽柴秀吉が自ら出陣して但馬北

西部の反織田勢力の拠点である小代一揆が立て籠っ

た城山城（兵庫県美方郡香美町小代区忠宮）を攻め、

撫で切り生け捕り磔にした。藤堂高虎は天正 5年か

ら天正 9 年にかけて大屋加保村（兵庫県養父市大屋

町加保）を拠点に小代一揆と戦った。鳥取城攻めに

至る但馬の戦闘については一連の研究に譲り、学問

的には注目されにくい藤堂高虎の正室の久芳院と継

室となった松寿院の姻戚関係を紹介する。

藤堂高虎は、弘治 2年（1556）近江国犬上郡甲良庄

（現・滋賀県犬上郡甲良町）において誕生する。『寛

政重修諸家譜』3等によると、15歳で浅井長政に仕え

て姉川の合戦に初陣する。その後、織田信澄に仕え

た後、天正 4 年（1576）21歳で羽柴秀長に300石で仕

える。天正 8年 1月三木城合戦では加古六郎右衛門

を打ち取った。但馬国の小代一では富安丹後を打ち

取り、天正 9年3,000石を加増される。天正11年 4 月

柴田勝家と戦った賤ヶ岳合戦の後には2,000石を加増

され、天正13年の羽柴秀吉の紀州攻めに従軍した。

その後、羽柴秀長から紀伊国粉河城主に任じられ 1

万石を与えられた。寛永 7年（1630）10月 5 日75歳で

卒し高山道堅寒松院と号し、津藩32万 5 千石の藩祖

となった。室は長越前守連久が娘である。

２．久芳院と垣屋越前守

『高山公実録』4によると藤堂高虎は、天正 9 年

（1581）10月の鳥取城落城の後、主君の羽柴秀長から

3,300石の領地を受け、館（陣屋）がある但馬国養父郡

大屋の加保村で、加保城主の栃尾加賀守祐善の媒酌

によって、但馬国美含郡中野村（兵庫県香美町香住

区中野）の一色修理大夫義秀の娘と結婚した。この

人が久芳院であり、慶長20年伊勢国津で逝去し四天

王寺に葬られた。藤堂高虎は久芳院の縁によって、

一色紀伊守秀勝の子である南禅寺の以心崇伝と入魂

であったという。天正 9 年丹後国弓木城（京都府与

謝野町岩滝）主である丹後守護一色氏の一族と思わ

れるが関係を示す伝承はない。羽柴秀長の侍大将と

なった藤堂高虎が軍事力を持たない一色義秀の娘（久

芳院）と姻戚関係を結ぶことになった背景には謎が

多い。

三重大学歴史研究会が調査した『藤堂御家家譜并

雑書』5には藤堂高虎の妻に関する記事がある。史料

は家譜や家伝という性格を持つため取り扱いは難し

いが、久芳院の母は仙石越前守の娘とされ、子孫は

「中野村に大きなる郷士有之、一色治部と申、只今

ハ、出石城主仙石越前守殿大庄屋の頭役に治部、被

申付候」とある。久芳院の母は仙石越前守の娘とし

ながら、領主も仙石越前守とすることは不自然であ

る。天正 9年以前の但馬国で越前守を称する武将は

垣屋越前守が知られるが仙石越前守は存在しないの

【報告１】

藤堂高虎と二人の正室久芳院と松寿院

谷 本 進（養父市教育委員会歴史文化財課）
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で、出石城主仙石越前守から連想した誤記であり、

垣屋越前守に置き換えて検討する（第 1図）。

久芳院は『高山公実録』では「慶長廿乙卯年八月廿

日に津にて御逝去四天王寺へ葬る」と記録されてお

り、天正 9年（1581）から慶長20年（1615）まで高虎を

31年間支えた正室である。

『養父町史』第 1 巻で宿南保氏は垣屋系図を検討

し、垣屋氏は越前守家・越中守家・駿河守家の三

家に分流したと指摘する6。天正 5年（1577）から天正

8 年 5 月にかけて垣屋播磨守光成は楽々前城主（越

前守家・豊岡市日高町佐田）として織田方に属し、

垣屋駿河守豊続は轟城主（駿河守家・豊岡市竹野町

轟）として毛利方の中核を担った。播磨三木城の戦

いにおいて、織田方に属した別所重宗と毛利方の三

木城主別所長治が一族を分断して戦う関係に近い。

別所重宗は福島正則の姉を妻としたことから織田方

に与して甥の長治と戦った。

この時期の垣屋越前守家は続成（越前守）・続貫

（不明）・光成（播磨守）と続く。久芳院の母は垣屋越

前守の娘と考えると父は垣屋越前守続成となる。垣

屋光成（平右衛門）は天正 8年 6月羽柴秀吉から因幡

国岩常城（鳥取県岩美郡岩美町岩常）の在番を命じら

れ、天正 9年11月14日、因幡国巨濃郡で 1万石を与

えられた。垣屋光成と久芳院は従妹にあたる。養父

町史第 1巻『垣屋系図』に『藤堂家御家譜并雑書』の記

事を追記した系図が第 2図である。

垣屋越前守家は但馬守護山名氏の守護代家として

活躍した家系であり、藤堂高虎が垣屋氏と結びつく

第
１
図　
『
藤
堂
御
家
譜
井
雑
書
』

第
２
図　
『
垣
屋
系
図
』宿
南
保
氏（『
養
父
町
史
第
一
巻
』）に
追
記

豊
茂
駿
河
守

垣
屋
駿
河
守
・
轟
城

凞
知
越
中
守

垣
屋
越
中
守
・
宵
田
城

凞
続
越
前
守

垣
屋
越
前
守
・
楽
々
前
城

豊
種

遠
勝
越
中
守

宗
忠
越
前
守

誠
長

豊
遠
越
前
守

聖
忠
駿
河
守

義
有

宗
続
越
前
守

（
追
記
）

宗
時
駿
河
守

義
直

（
追
記
）

続
成
越
前
守

長
連
久

駿
河
守
宗
時
妹

豊
続
駿
河
守

一
色
義
秀

越
前
守
女

続
貫

豊
実

宮
部
継
潤（
鳥
取
城
主
、
慶
長
４
年
死
）

松
寿
院
（
慶
長
４
年
再
嫁
）

藤
堂
高
虎

久
芳
院
（
天
正
９
年
嫁
す
）

光
成
播
磨
守

桐
山
城
主

高
次（
藤
堂
高
虎
実
子
）

高
吉（
羽
柴
秀
長
養
子
）

恒
総
隠
岐
守

義
直

長
越
前
守
連
久

垣
屋
駿
河
守
宗
時
か
妹

但
馬
国
水
尾
城
主

一
色
左
京
大
夫
義
秀

仙
石
越
前
守
女

橋
本
弥
助

松
寿
院
弟

松
寿
院
妹

栄
雲
院

長
織
部

松
寿
院

藤
堂
高
虎

久
芳
院

　

但
馬
国
美
含
郡
中
野
村

　

栃
尾
加
賀
守
申
人

　

高
虎
公
御
内
室

松
寿
院
殿
輿
入
節
、
付
来
る
、
藤
堂
造
酒
丞
・
同
兵
左
衛
門
祖

宮
部
木
工
、
千
石
を
領
す
、
善
祥
坊
名
跡
、
宮
部
之
為
奉
祀

堀
内
右
衛
門
室
、
同
左
近
・
藤
大
夫
・
助
之
進
三
人
之
母

松
寿
院
姉
、
南
部
二
庵
法
印
室
、
娘
は
半
井
利
親
の
室

松
寿
院
兄
、
七
千
石
を
領
す
、
藤
堂
監
物
元
祖



3
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ことは但馬支配の安定化に有効である。さらに天正

8年 6月から天正 9年11月の美含郡は宮部継潤の所

領であった。久芳院は美含郡中野村に住んでいたこ

とから、美含郡を支配した宮部継潤と垣屋豊続が介

在した可能性は高い。史料的な裏付けはないが状況

から久芳院の母は仙石越前守ではなく垣屋越前守と

推定した。

３．松寿院と宮部継潤

『寛政重修諸家譜』では藤堂高虎の正室は長越前守

連久の娘（松寿院）であり、高虎と松寿院の間に生ま

れた高次・高重・女子（蒲生忠郷の室）の 3人が記さ

れるが、一方で久芳院の存在は表に出てこない（第

3 図）。そして松寿院は宮部継潤と結婚して、死別

した後に高虎に再嫁したものである。

『藤堂御家家譜并雑書』では「松寿院殿御父ハ長越

前守連久也、母ハ但馬国水尾城主垣屋駿河守平宗時

か妹也、御兄を長織部と号、高虎公に仕て七千石を

領す、藤堂監物元祖也」と書かれている。

長越前守連久は但馬国美含郡訓谷村の林甫城（兵

庫県香美町香住区訓谷）主である。長氏の一族は貞

享 5年（1366）から応安 5年（1370）まで但馬守護を務

め、「長越前守」「長道全」「長伊豆入道」の人名が確認

される。長氏は室町幕府の「奉公衆」であり但馬守護

山名家の被官ではないとされる7。

松寿院の父である長越前守連久は、天正 6年 4月

18日に水生古城（兵庫県豊岡市日高町上石）の戦いに

出陣する。山鹿素行の『武家事紀』では、垣屋駿河守

が三千の兵を率いて水尾に出て陣を張り、長某は垣

屋駿河守豊続に属して七百余を率いて出陣し討ち死

にしたが、垣屋は羽柴方の宵田城の城督伊藤与三右

衛門を討ち果たして勝利したという8。

『藤堂御家譜并雑記』では松寿院の母を但馬国水尾

城主垣屋駿河守平宗時の妹と記すが、宿南保氏の垣

屋系図では垣屋駿河守宗時は轟城主であり、垣屋豊

続の父にあたる。つまり、垣屋豊続は叔父である長

越前守連久と水生古城の戦いを戦ったことから、但

馬国水尾城主と伝承されたのであろう。

『校補但馬考』9では長越前守連久を長越前守高連

とし、垣屋駿河守に属して水生古城で戦い、後に山

城国に赴くとする。『公室年譜略』10では連久は後に

高連と改名したという。一次資料で長越前守は確認

できないが『垣屋文書』11では長弥次郎と垣屋兵部丞

の名前が認められる。

天正 8年 6月垣屋豊続が宮部継潤の与力になるこ

とで、宮部継潤に松寿院が輿入れする機会が生じ

る。宮部継潤と松寿院の結婚は、但馬水軍を束ねる

垣屋豊続を家臣に組み込むことになる。『高山公実

録』では松樹院は永禄 8 年（1565）生まれ、宮部継潤

は不明ながら一説には享禄元年（1528）という12。天

正 9年（1581）松樹院は16歳、継潤は53歳前後と考え

ると、松樹院は垣屋豊続の従妹として宮部継潤の側

室に差し出されたことになる。

『垣屋文書』によると、天正 8年 6月 8日、羽柴秀

吉から宮部継潤に但馬国美含郡（豊岡市竹野町・香

美町香住区）が与えられ、羽柴秀吉から垣屋豊続

にはその内の2,000石が与えられた。天正 8 年 6 月

23日、宮部継潤は垣屋豊続に合力として1,000石を与

えている。時代は降るが但馬国天保郷帳によると但

馬国美含郡は11,628石 5 斗 9 合であり、3,000石が垣

屋豊続で、8,000石程度が宮部継潤の知行となる。垣

屋豊続は秀吉の直臣として、宮部継潤の与力に付け

られた。

垣屋豊続は天正 8年 5月まで毛利方の中核となる

武将として活躍し、同年 6月からは一転して但馬水

軍を率いて羽柴秀吉に属して鳥取城攻めで活躍す

る。豊続の従妹にあたる松寿院が宮部継潤の側室と

なった背景は、宮部継潤が垣屋豊続の率いる但馬水

軍を掌握するためであろう。さらに但馬国美含郡に

は長氏の林甫城と垣屋豊続の轟城があり、宮部継潤

が長氏や垣屋氏と結び付くことは領地支配の上で有

効であった。その一方で、垣屋光成は松寿院を通じ

て宮部継潤の一族となることで身分が安定した。

以上のよう情勢からみて、天正 9年から天正10年

4 月の備中高松城の戦いまでに宮部継潤と松寿院は

結婚したのであろう。
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４．松寿院と藤堂高虎

慶長 4年 3月宮部継潤は逝去し、宮部継潤と死別

した松寿院は慶長４年 9月に藤堂高虎に再嫁する。

この時に松寿院は藤堂家の大坂屋敷に入った。高虎

は弘治 2年（1556）生まれ、松寿院は永禄18年（1565）

生まれで高虎が 9歳年長となる。そして慶長 6年 9

月11日板島城（愛媛県宇和島市和霊町）で松寿院から

藤堂高次が生まれる。豊臣氏奉行人として豊臣政権

を支えた宮部継潤の死から再嫁まで半年である。

『高山公実録』は久芳院に実子ができないため松樹

院を娶ったとする。しかし、慶長 3年 8月に豊臣秀

吉が死に、慶長 4年 1月には徳川家康と伊達政宗・

加藤清正・福島正則・蜂須賀正勝との間で婚姻の約

束が豊臣秀吉の遺命に背いて進められる。このよう

な激動の時期に松寿院は藤堂高虎に再嫁する13。松

寿院の再嫁は、宮部長煕（宮部継潤の養子）が藤堂高

虎を通じて徳川家康へ誼を通じる人質にもなる。慶

長 5年 9月の関が原の戦いで宮部長煕は徳川家康に

属したが失策により捕らえられて南部藩に配流とな

った。

豊臣秀吉の死によって徳川家康への政権が移るこ

とによって藤堂高虎の状況は変化する。藤田達生氏

作成の「藤堂高虎関係略系図」（第 4図）14をみると、

久芳院は高吉の他に 3人の女子を養子とする。藤堂

高吉は羽柴秀長の養子から高虎の養子に入り、高虎

の後継者であった。しかし慶長 6年高次が生まれる

と後継者は高吉から高次へと変化し、松寿院は藩主

の生母となった。

『藤堂御家譜并雑書』や『公室年譜略』は、松寿院の

兄である長織部連房は前田利長に仕えていたが、慶

長10年藤堂高虎に1,500石で招かれ、後に7,000石を領

する藤堂監物となる。松寿院の弟の宮部木工は宮部

継潤の養子であった。松寿院の願いにより藤堂高虎

は1,000石を与えて宮部継潤の名跡を継がせている。

長織部連房と同じ慶長10年前後に仕官したと考え

る。天正20年頃作成の『宮部家中書上』に垣屋駿河

5,000石、宮部木工3,000石と記録される。垣屋豊続も

宮部木工も宮部継潤の重臣となっている。
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13　慶長 4年の松寿院の藤堂高虎の再嫁は、宮部継潤の死後
約半年という短期間であり、宮部長煕と藤堂高虎が合意
した上での関係強化の証であろう。

14　藤田達生「序章藤堂高虎と初期藩政史研究」藤堂高虎関係
略系図、 6頁。『藤堂藩の研究』論考編　2009年 3 月　清
文堂出版株式会社

15　才下正義「第 4節　但馬における藤堂高虎」『図説養父市
城郭事典』　2010年 3 月　養父市教育委員会。西尾孝
昌「第四節　秀吉の但馬平定と大屋」『大屋町史』通史編　
2010年 3 月　養父市

５．おわりに

三重大学歴史研究会が平成20年に発刊した『ふひ

と別冊史料』に久芳院と松寿院の史料紹介が掲載さ

れ、『校補但馬考』では長越前守高連の二女が藤堂高

虎の継室となって藤堂高次を産み後に松寿院と称し

たとある。『寛政重修諸家譜』には久芳院の記述がな

いが、藤堂高虎は大屋加保で栃尾祐善の媒酌によっ

て久芳院と結婚したと伝わる15。『高山公実録』や『公

室年譜略』をみながら謎が多い藤堂高虎と結婚した

但馬出身の二人の正室を紹介した。

天正10年の宮部継潤と藤堂高虎が置かれた状況を

考えると、宮部継潤と松樹院、藤堂高虎と久芳院は、

天正 9年の鳥取城攻めが終わった後に因幡国や但馬

国の支配を安定させ、鳥取城から日本海を西に進み

吉川元春や毛利輝元の首をとるために姻戚関係を結

び家臣団を強化したと結論づける。
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野
村
に
住
居
候
歟
于
今
修
理
大
夫
殿
末
孫
の
由
中
野
村
に
大
き
な
る
郷
士
有
之
一

色
治
部
と
申
只
今
ハ
出
石
城
主
仙
石
越
前
守
殿
大
庄
屋
の
頭
役
に
治
部
被
申
付
候

由
右
ハ
栃
尾
易
三
書
記
の
写
な
り

〔
謹
按
〕久
芳
夫
人
の
御
事
を
一
色
修
理
大
夫
義
直
の
女
と
云
る
ハ
時
代
違
へ
り
義

直
ハ
応
仁
記
等
に
見
え
尊
卑
分
脉
に
義
範
の
子
と
す
夫
人
の
御
父
祖
子
孫
に
て
先

祖
の
称
号
に
依
て
修
理
大
夫
を
襲
称
し
実
名
ハ
し
れ
さ
り
し
に
過
去
帳
に
修
理
大

夫
義
直
と
あ
る
を
見
て
先
祖
の
こ
と
た
る
を
し
ら
す
御
父
の
名
と
し
た
る
な
る
へ

し
さ
て
宗
国
史
外
家
伝
に
ハ
夫
人
を
左
京
大
夫
義
秀
の
女
と
す
何
に
拠
る
こ
と
を

し
ら
す
混
雑
録
に
ハ
左
京
之
進
と
の
み
あ
り
又
編
年
集
成
に
慶
長
三
乙
亥
年
八
月

越
前
一
揆
平
均
せ
し
か
ハ
信
長
彼
国
を
一
円
に
柴
田
修
理
に
給
ふ
丹
後
の
国
を
一

色
左
京
大
夫
義
定
安
堵
す
へ
し
と
あ
り
こ
の
左
京
大
夫
義
定
と
い
ふ
人
夫
人
と
年

代
相
及
へ
り
若
ハ
御
父
兄
に
て
も
あ
ら
ん
か
さ
れ
と
も
数
百
年
の
後
よ
り
然
否
を

定
め
か
た
け
れ
は
し
ハ
ら
く
録
し
て
参
考
に
備
ふ

３
、
高
山
公
実
録
巻
之
八

（
慶
長
四
年
九
月
）　

同
き
月
に
長
越
前
守
高
連
の
女
を
娶
り
夫
人
と
な
す
後
松
寿
夫
人
と
申
奉
る
は
こ

の
御
事
な
り

〔
平
尾
留
書
〕高
山
様
奥
方
様
ハ
松
寿
様
と
申
候
よ
し
後
年
御
本
室
に
被
為
成
候
御

法
名
ハ
直
に
松
寿
院
様
と
申
候
江
戸
本
郷
真
光
寺
に
御
石
碑
有
之
候

〔
創
業
遺
事
〕松
寿
院
様
御
家
へ
人
輿
慶
長
四
乙
亥
年
九
月
の
頃
歟
松
寿
院
様
御
童

名
お
さ
い
く
ま
様
と
申
候

〔
宗
国
史
〕公
娶
二
長
氏
一
松
寿
夫
人
是
也
久
芳
夫
人
無
レ
子
又
得
二
心
疾
一
於
レ

是
娶
二
故
但
馬
佐
須
城
主
高
連［
越
前
守
原
註
］女
一
為
二
外
夫
人
一
在
二
大
阪
邸

一　
　
　
　

〔
伊
東
弥
三
右
衛
門
覚
書
〕元
禄
十
六
癸
未
年
祖
父
弥
三
右
衛
門
へ
大
亨
院
様
牧
垣

金
右
衛
門
以
楢
林
新
之
丞
と
申
者
存
知
候
哉
と
被
遊
御
尋
候
祖
父
御
請
申
上
候
ハ

新
之
丞
と
申
者
存
知
不
申
候
楢
林
氏
へ
同
苗
の
者
養
子
罷
越
候
処
因
御
座
候
由
申

上
候
又
金
右
衛
門
以
被
仰
出
候
ハ
新
之
丞
と
申
者
於
京
都
町
人
に
罷
成
新
之
丞
妻

ハ
松
寿
院
様
御
従
弟
に
て
其
由
緒
故
十
二
三
年
松
寿
院
様
を
御
か
く
ま
ひ
申
上
候

楢
林
家
の
紋
ハ
三
柏
に
て
有
之
候
覚
書
仕
置
可
申
由
被
仰
出
候
祖
父
又
御
請
申
上

候
ハ
於
但
州
宮
部
善
祥
坊
没
落
の
節
先
祖
伊
東
修
理
之
進
と
申
者
方
に
松
寿
院
様

暫
被
成
御
座
候
依
之
藤
堂
四
郎
左
衛
門
先
祖
橋
本
弥
助
取
持
親
類
分
に
仕
御
願
申

上
曾
祖
父
弥
三
右
衛
門
御
家
へ
被
召
出
候
由
伝
承
申
候
段
申
上
候
以
上

〔
造
酒
丞
家
乗
〕元
祖
橋
本
弥
助
夫
婦
共
但
馬
以
来
松
寿
院
様
へ
御
由
緒
有
之
付
て

関
か
原
御
陣
前
の
年
慶
長
四
亥
年
高
山
様
大
阪
中
島
御
屋
敷
へ
松
寿
院
様
被
為
入

候
以
後
弥
助
儀
被
召
出
其
後
御
知
行
弐
百
石
被
下
置
候
役
儀
又
ハ
御
取
次
の
儀
不

承
伝
候

〔
謹
按
〕異
本
長
谷
部
系
譜
に
松
寿
夫
人
の
御
事
を
載
せ
て
い
ふ
初
ハ
因
州
鳥
取
の

城
主
宮
部
善
祥
坊
に
嫁
せ
し
か
善
祥
坊
高
野
山
に
て
生
害
の
後［
慶
長
軍
記
并
友

田
左
近
右
衛
門
戦
功
略
に
善
祥
坊
卒
去
の
由
載
せ
た
れ
と
高
野
に
て
生
害
の
事
見

へ
す
宗
国
史
外
家
伝
に
文
禄
中
云
々
と
あ
り
太
閤
記
編
年
集
成
に
秀
次
反
逆
の
聞

へ
あ
り
し
か
ハ
太
閤
善
祥
坊
等
に
命
し
て
秀
次
を
迎
へ
来
ら
し
め
し
事
い
へ
り
其

他
世
史
多
く
ハ
善
祥
坊
の
事
を
漏
ら
す
且
因
州
鳥
取
の
城
没
落
の
こ
と
ハ
善
祥
坊

の
子
兵
部
の
世
に
し
て
明
年
関
か
原
の
時
な
り
善
祥
坊
の
事
い
ま
た
詳
か
な
ら
す
］

公
へ
再
嫁
の
由
載
た
り
宗
国
史
外
家
伝
に
夫
人
初
配
二
宮
部
君
一
文
禄
中
関
白
秀

次
敗
辞
連
二
宮
部
君
一
太
閤
使
三
吏
打
二
其
罪
一
宮
部
君
将
レ
死
離
レ
婚
返
二
父

之
家
一
慶
長
四
年
己
亥
歳
九
月
公
聘
レ
之
為
二
外
夫
人
一
と
あ
り
且
伊
藤
覚
書
に

よ
れ
ハ
此
説
い
わ
れ
な
き
に
も
あ
ら
す
し
か
れ
と
も
監
物
旧
記
に
も
見
へ
さ
る
事

な
れ
ハ
暫
く
後
の
考
え
を
待
の
み

同
十
月
十
八
日
白
雲
公
板
島
の
邸
に
逝
去
し
給
ふ［
事
ハ
前
に
詳
な
れ
は
引
書
ハ

略
す
］此
歳
大
府
よ
り
内
匠
正
高
へ
下
総
国
三
千
石
を
給
ふ［
事
は
前
に
詳
な
れ
ハ

引
書
ハ
略
す
］又
公
旧
主
大
和
侯
の
旧
恩
を
思
ひ
郡
山
の
大
光
院
を
京
都
の
大
徳

寺
中
に
移
し
祀
を
奉
し
給
ふ
神
君
其
義
挙
を
よ
み
し
て
別
に
賜
も
の
あ
り
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４
、『
公
室
年
譜
略
』巻
第
十
九

慶
長
六
辛
丑
年　

閏
十
一
月
小

公
ハ　

高
山
公
ハ
嫡
子
母
君
ハ
長
氏
松
樹
院
尼
公
ナ
リ
或
説
ニ
摂
州
大
坂
中
嶋
ノ

邸
中
ニ
於
テ
誕
生
シ
玉
フ
ト
云
ハ
非
ナ
リ
、
去
年［
慶
長
五
年
］高
山
公
休
暇
帰
藩

ノ
節
夫
人
妊
身
タ
ル
ニ
依
リ
テ
与
州
板
嶋
ニ
移
シ
玉
フ
ト
云
、
是
ニ
依
テ
宗
国
志

ニ
モ
大
坂
ノ　

公
館
ニ
生
レ
玉
フ
ヤ
ウ
ニ
載
ス

私
ニ
曰
ク　

松
樹
院
殿
ハ
長
氏
ナ
リ
、
長
谷
部
長
兵
衛
連
信〔
高
倉
ノ
宮
ノ
青
侍

寿
永
中
源
頼
政
卿
乱
戦
ノ
時
功
ア
リ
テ
世
人
勇
名
ヲ
知
ル
〕ノ
拾
七
世
ノ
後
胤
、

但
馬
国
ノ
住
人
、
長
越
前
守
連
久
ノ
女
ナ
リ
、
永
禄
八
年
丑
年
但
州
ニ
誕
生
シ
玉

ヒ
、
容
顔
美
麗
世
ニ
知
ラ
レ
始
メ
、
宮
部
善
祥
坊〔
但
内
州
ノ
国
主
ニ
拾
四
万
石
〕

ニ
嫁
シ
タ
リ
シ
ガ
、
善
祥
坊
逝
去
ノ
後　

高
山
公
ニ
再
緑
シ
、
慶
長
四
卯
年
入
輿

シ
玉
フ
、
俗
名
ヲ
才
然
ト
唱
ヘ
奉
ル

慶
長
十
乙
巳
年
正
月
大

此
年　

長
織
部
連
房
ハ
加
賀
黄
門
利
長
卿
ニ
客
タ
リ
シ
カ　

母
君
松
樹
院
ノ
内
縁

タ
ル
ニ
依
テ　

父
公
是
ヲ
加
賀
侯
ニ
告
ケ
テ
横
田
藤
右
衛
門
ヲ
以
テ
利
長
卿
ノ
執

役
マ
テ
是
ヲ
乞
フ
加
候
、
応
諾
ア
リ
テ　

当
家
ヘ
招
キ
出
シ
玉
ヒ
、
七
千
五
百
石

ノ
秩
禄
ヲ
賜
ヒ　

公
ノ
傅
臣
ト
シ
玉
フ
ト
云
々

私
ニ
曰
連
房
カ
祖
先
ハ
高
倉
ノ
宮
勇
臣
長
谷
部
左
兵
衛
尉
信
連
ヨ
リ
拾
八
代　

〔
異
十
七
代
〕ノ
後
胤
但
馬
国
毎
南
垣
ノ
城
主
長
越
前
守
連
久〔
後
改
高
連
〕カ
子
ナ

リ　

公
ノ
母
君
松
樹
院
殿
ノ
実
弟
ナ
リ
、
能
登
国
ニ
世
々
強
家
タ
ル
長
九
郎
左
衛

門
カ
同
根
タ
リ
、
長
九
郎
左
衛
門
ハ
加
州
利
長
卿
ニ
属
シ
長
臣
ノ
列
ナ
リ
、
故
ニ

是
ニ
因
テ
連
房
ハ
加
州
ニ
客
タ
リ

５
、『
校
補
但
馬
考
』桜
井
勉

〔
補
〕長
氏
諸
女

〔
補
〕長
越
前
守
高
連
は
、
美
含
郡
訓
谷
村
林
甫
の
城
主
な
り
、
二
男
六
女
あ
り
、

［
長
男
織
部
連
房
、
初
豊
臣
秀
吉
の
近
習
と
な
り
、
又
前
田
利
家
の
客
と
な
り
、

後
藤
堂
高
虎
に
仕
ふ
、
二
男
木
工
勝
連
、
宮
部
善
祥
坊
の
猶
子
と
な
る
、
後
又
藤

堂
高
虎
に
仕
ふ
］　

長
女
は
、
其
夫
婿
を
審
に
せ
す
と
い
へ
と
も
、
二
女
以
下

皆
有
名
の
人
士
に
稼
り
、
蓋
其
人
皆
婦
容
婦
徳
あ
り
し
な
ら
ん
、
今
伊
勢
長
氏［
織

部
の
後
な
り
、
世
藤
堂
監
物
と
稱
し
、
津
藩
の
老
臣
た
り
、
維
新
以
後
本
姓
に
複

し
、
長
氏
と
い
ふ
］の
系
圖
に
よ
り
て
之
を
錄
す
、

長
女　

夫
婿
詳
な
ら
す
、
二
女
を
産
む
、
長
女
は
大
和
大
納
言
秀
長
の
執
事
横

濱
一
庵
法
印
に
嫁
し
、
次
女
は
典
藥
頭
従
五
位
下
半
井
右
衛
門
佐
正
氏
に
嫁

す
、

二
女　

津
城
主
藤
堂
和
泉
守
高
虎
の
繼
室
と
な
り
、
大
學
頭
高
次
を
産
む
、
卒

し
て
松
壽
院
と
謚
す
、

三
女　

因
幡
守
護
山
名
中
務
少
輔
の
室
と
な
る
、［
豊
国
の
事
蹟
前
に
見
ゆ
、］

嗣
子
平
右
衛
門
豊
政
は
、
豈
に
其
の
産
め
る
所
な
る
か
、［
三
女
の
事
蹟
は

前
に
見
ゆ
］

四
女　

伊
達
政
宗
の
老
臣
白
石
城
主
片
倉
小
十
郎
の
室
と
な
る
、［
仙
臺
史
傳
、

仙
臺
君
臣
略
傳
を
按
す
る
に
、
片
倉
氏
父
を
景
綱
と
い
ひ
、
子
を
景
繼
と
い

ふ
、
皆
小
十
郎
と
稱
す
、
年
代
に
就
て
之
を
推
す
に
、
蓋
景
繼
な
ら
ん
、］

五
女　

紀
州
新
宮
堀
内
小
次
郎
の
室
と
な
る
、

六
女　

京
都
佛
光
寺
上
人
の
室
と
な
る
、

按
す
る
に
、
美
含
中
野
村
に
長
氏
あ
り
、
そ
の
家
に
傳
ふ
る
所
の
系
圖
は
、
高
連

を
氏
政
に
作
り
て
曰
く
、
氏
政
二
子
二
女
あ
り
、
長
子
美
濃
守
信
貞
と
い
ふ
、
天

正
七
年
十
月
二
十
日
卒
す
、［
羽
柴
秀
吉
但
馬
を
取
る
の
前
年
な
り
］二
子
彌
次
郎

後
勘
兵
衛
と
い
ふ
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
へ
馬
廻
た
り
、
三
千
石
を
領
す
、［
伊
勢
長

氏
系
圖
の
織
部
な
る
か
］二
女
あ
り
、
一
人
は
宮
部
氏
に
遣
し
、［
宮
部
氏
其
名
詳

な
ら
す
、
伊
勢
長
氏
の
系
圖
に
高
連
の
二
男
木
工
の
宮
部
善
祥
坊
の
猶
子
と
な
れ

る
こ
と
を
記
す
、
豈
そ
れ
善
祥
坊
か
］一
人
は
、
大
和
國
に
遣
わ
す
、［
夫
婿
の
姓

名
詳
な
ら
す
、
伊
勢
長
氏
の
系
圖
に
高
連
長
女
の
子
を
大
和
大
納
言
秀
長
の
執
事
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横
濱
一
庵
法
印
に
嫁
す
と
云
ふ
、
豈
そ
の
訛
傳
な
る
か
］信
貞
二
男
一
女
を
産
む
、

女
子
名
を
於
才
熊
と
い
ふ
、［
當
時
の
女
名
、
阿
庵
物
語
の
阿
庵
、
阿
菊
物
語
の

阿
菊
、
岩
潤
夜
和
の
阿
安
牟
、
雨
夜
灯
の
花
の
類
を
普
通
と
す
、
甲
斐
武
田
の
支

族
に
理
慶
と
い
ふ
女
子
あ
り
、
さ
れ
と
も
、
女
僧
に
れ
は
怪
む
に
足
ら
す
、
普
通

の
女
子
に
て
、
才
熊
と
稱
す
る
は
い
と
め
つ
ら
し
、
蓋
於
才
熊
は
於
熊
を
誤
れ
る

も
の
な
ら
ん
、］養
父
郡
大
屋
谷
加
保
村
栃
尾
源
左
衛
門
善
次
の
媒
に
て
、
羽
柴
美

濃
守
長
秀
の
家
臣
藤
堂
與
右
衛
門
に
遣
わ
す
と
、
記
す
る
所
本
文
と
同
し
か
ら
す
、

記
し
て
参
考
に
供
す
、
然
れ
と
も
、
山
名
豊
國
の
長
氏
の
息
女
を
迎
へ
し
こ
と
は

陰
徳
太
平
記
に
も
出
た
れ
は
、
伊
勢
長
氏
系
圖
の
記
す
る
所
、
蓋
確
實
な
ら
ん
、

６
、『
兵
庫
県
史
史
料
編
』中
世
９
古
代
補
遺「
垣
屋
文
書
」

九　

宗
光
等
連
署
書
状

長
弥
次
郎
殿
下
城
事
、
尤
神
妙
思
召
之
由
、
被
対
父
子
三
人
、
御
書
頂
戴
仕
候
、

為
御
披
見
進
之
候
、
然
者
彼
身
躰
、
向
後
不
可
有
御
別
儀
候
間
、
可
然
候
、
自
然

不
慮
之
儀
、
於
在
之
者
、
両
三
人
、
其
方
申
談
之
、　

得　

公
儀
御
意
、
不
可
捨

置
之
候
、
八
幡
照
覧
候
、
虚
言
有
間
敷
候
、
恐
々
謹
言

　
　
（
永
禄
四
年
カ
）

　
　
　

閏
三
月
十
四
日　
　
　

常
朝（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
親（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
光（
花
押
）

　
　
　
　

（
豊
保
）

　
　
　

垣
屋
兵
部
丞
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

＊『
校
補
但
馬
考
』５
９
３
頁
に
は「
長
弥
次
郎
又
越
前
守
と
稱
し
て
林
甫
の
城
主

と
な
る
」と
あ
り
、
長
弥
次
郎
は
長
越
前
守
連
久
を
示
す
。

一
一　

羽
柴
秀
吉
知
行
宛
行
状（
折
紙
）

美
組
之
郡
の
義
、
宮
部
善
淨
房
ニ
遣
候
、
其
内
本
知
行
を
以
、
弐
千
石
進
之
候
間
、

可
有
知
行
候
、
但
州
之
内
者
、
い
つ
れ
へ
も
不
遣
候
へ
共
、
其
方
之
義
者
、
可
被

立
役
身
上
候
間
、
如
此
候
、
善
淨
被
属
一
手
、
諸
事
無
由
断
儀
、
簡
用
ニ
候
、
猶

向
後
之
義
、
不
可
有
疎
意
候
、
恐
々
謹
言
、

（
天
正
八
年
）

六
月
八
日　
　
　
　
　
　

羽
柴

　
　

（
豊
続
）　
　
　
　
　

秀
吉（
花
押
）

垣
屋
駿
河
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

一
二　

宮
部
継
潤
知
行
宛
行
状（
折
紙
）	

御
知
行
方
之
儀
、
秀
吉
被
進
之
外
ニ
千
石
分
、
為
私
合
力
進
之
候
、
所
柄
之
事
ハ

追
而
可
申
談
之
条
、
全
可
預
御
領
知
候
、
向
後
儀
、
弥
不
可
有
疎
意
候
、
猶
垣
土

佐
右
可
申
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　

（
継
潤
）

天
正
八
年　
　
　

宮
部
善
淨
房（
花
押
）

　
　

六
月
廿
三
日　
　

垣
屋
駿
河
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所
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宝隆院庭園における３D測量検討レポート

はじめに

本レポートは、2024年 6 月と11月に宝隆院庭園に

て実施した、スマートフォンを機材として用いる簡

易的な手法による 3 D測量の成果について報告する

ことを目的としている。

１．本トライアル測量の背景

センサー技術の発展により、近年の庭園や史跡の

測量や記録には、従来手法による実測図化図面に加

え、写真測量やレーザー計測による精緻な 3 Dデー

タの取得も行われており、修復・保全事業等にて活

用され始めている。

しかし一般的に、これらが実施されるのは、災害

等で現況が失われ修復が必要となる場合や、敷地内

の家屋老朽化や植栽繁茂により修繕等が必要となっ

た場合など、いわばインシデント発生時の記録に留

まっている。この要因としては、データ取得に高額

な機器の利用や技術者、またデータ修正等の対応が

必要であることが挙げられる。

一方で、近年は一般消費者にも手が届く価格帯

で、簡易的な 3 D測量機器が市販されている。特に、

2020年10月にiPnone12ProシリーズでLiDARセン

サーが搭載されてからは、普段使っているスマート

フォンで 3 Dスキャンが出来るという手軽さから、

多くの業界でその利活用が話題に上るようになって

きた。

日本庭園を管理する自治体や造園事業者の中に

は、日常業務の中でこれら簡易的な手法を用いて 3

Dスキャンを試みるケースも少なくない。また、学

会発表等で成果を目にする機会も増えてきている。

2023年に刊行された奈良文化財研究所研究報告第37

冊では『デジタル技術による文化財情報の記録と利

活用 5』と題し、冒頭でモバイル端末を活用したデ

ータアーカイブやスマホLiDARによる測量につい

て述べている。また一般的な撮影機材利用のみを想

定した「ひかり拓本プロジェクト」といった取り組み

も進んでいる。これらの流れを受け、「鳥取県の文

化財庭園においても、トライアルとして 3 Dスキャ

ンを試してみたい」という相談が、IT関連事業者で

ある筆者のもとに寄せられた。

日常業務の中でも扱いやすい、スマートフォンと

いう簡易的な機器を用いた 3 Dスキャンを前提とし

て、そのデータ取得がもたらす有用性と課題につい

て検討することを提案。庭園管理の造園事業者、文

化財庭園に関わる鳥取県庁職員、鳥取市歴史博物館

の研究者など、宝隆院庭園の現在の管理に深く関わ

る方々の立ち会いのもと、トライアル測量を実施した。

２．実施内容

現地でのトライアル測量前に、管理者や研究者か

ら撮影希望部分や撮影希望意図について、また周辺

建築物等への注意事項について、実施者として1時

間程度のヒアリングを行った。

関係者の要望を踏まえ、 3 Dスキャンデータの補

足、補完となるデータを収集するため、一般的なカ

【報告２】

宝隆院庭園における3D測量検討レポート
スマートフォンを活用した 3 D測量とデータ利活用の検討について

狩 野 芳 子（合同会社二馬力）

ドローンカメラで撮影した庭園の全体像
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宝隆院庭園における３D測量検討レポート

メラを用いた写真撮影、ドローンカメラを用いた写

真、動画撮影も行っている。本レポートでは、 3 D

スキャンのトライアル結果についてフォーカスした

報告を行う。

3 Dモデル撮影に利用した機材は、下記の通りで

ある。

・スマートフォン（iPhone15Pro）

・スマートフォン（Pixel 6 ）

・自撮り棒 1 m（ディテール撮影用）

・自撮り棒 2 m（エリア撮影用）

・ 3 D測量アプリ（Scaniverse）

石造物、滝石組みの一部分など、 1〜 2 m× 1〜

2 m程度の範囲については、フォトグラメトリの手

法を用いた 3 Dスキャンを行った。撮影からモデル

処理までおおよそ1カ所20分程度を要した。

滝石組み全体、築島全体など、10m×10m程度ま

での広域範囲については、LiDARセンサーを用い

てスキャンした。撮影からモデル処理まで 1カ所30

〜40分程度での作業となっている。

照明機材等が無い環境下の測量を前提とすると、

スキャンに適した照度を得るためには、季節、天候、

実施時間が限られる。 6月のトライアル測量では、

庭園景観の要所となっている滝石組みや築島にフォ

宝隆院庭園の中央に位置する築島の3Ｄモデル。右の図は、モデルを上から⾒たところ。

宝隆院庭園の滝⽯組前⽅からの撮影写真

上記滝⽯組みと同アングルの3Ｄモデル 滝⽯組前⽅を斜め上から⾒た3Ｄモデル



13

宝隆院庭園における３D測量検討レポート

ーカスをあて作業を行った。これを踏まえ、追加の

撮影希望部分をヒアリング、11月に 2度目となる測

量の機会をもった。

３．当日立ち会いの関係者コメント

現地では、スマートフォンによる撮影（測量）、モ

デリング処理を行い、タブレット端末やPCで大ま

かな確認を行った。太陽光下でのディスプレイによ

るデータ確認は視認性に困難があるため、撮影作業

後に屋内に移動し、全員でデータ確認を行った。

撮影当日に立ち会った、造園事業者、文化財庭園

に関わる鳥取県庁職員、鳥取市歴史博物館の研究者

など、宝隆院庭園や文化財庭園に日々関わる方々か

らのコメントを、一部紹介する。

・非常に短時間で、このようなデータ、映像が出て

くることに驚いた。

・現状、平面図すらない庭園も多いなか、短時間、

少人数でこのような内容を実施できるメリットは大

きい。

・庭園は、空気感や質感を表現した記録をとってお

くことが非常に重要であると考えるため、平面図で

は到底情報が足りない。その点、 3 Dモデルは“雰

囲気”を表現出来ている。一方で、実測とどの程度

ズレがあるのかが明確になると良いと感じる。

・埋蔵文化財研究所などが行っている実測図レベル

での 3 D測量は、ジオタグ等も駆使し厳密性を追求

した方法だが、当然機材も高価で予算もかかる。そ

れとは別の用途であると認識した上で、利用するべき。

・測量対象に懐中電灯等の簡易的な照明を当てる等

で、暗い部分の読み取り改善は期待できそうだ。

・出来ることなら全ての庭園でこの内容を実施した

いと感じるが、発注に際して行政として仕様書をど

う書くべきかが悩ましい。

滝⽯組前⽅を斜め上から⾒た3Ｄモデル

池泉と宝扇庵の間に位置する燈籠の写真

宝扇庵側から⾒た燈籠3Dモデル

池泉側から⾒た燈籠3Dモデル
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・碑文等が読めるような 3 Dモデルが出来ると、報

告時等「見て貰う」という用途において非常に有用。

４．データの取り扱いについての検討

3 Dスキャンは現在発展中の技術であり、また簡

易的な機材での“粗い”データを取得することが何

の役に立つのかとの意見もあるのは事実だ。しかし、

データ利用方法のコンセンサスをとって撮影するこ

とで、これまでゼロだったデータをイチにすること

が出来る。

本トライアルでは、写真、動画撮影も併せて行っ

た。 3 Dモデルと見比べることで、検証データの確

度は高くなり、またこれまでの二次元資料に新たな

価値を付加するものになるという実感は、立ち会っ

た関係者からのコメントからも明らかだ。

庭園の場合、足場の悪さや空間の狭さということ

から、撮影においては 2 D、 3 Dに関わらず撮影困

難な箇所は必ず生じ、データとしては欠損する。

3 Dモデルを見た際のコメントで、データにリアリ

ティがあるからこそ「欠けている」ことへ注意が集ま

った。しかし資料/史料としてのデータ蓄積をして

いくにあたっては、不用意に綺麗なコンテンツとし

て「つくって」しまわぬよう、取り扱いに注意するべ

きであることを、改めて確認できた。

精緻な技術を必要とせず、 1人で実行可能、20分

〜60分という短時間で 1スキャン出来ることをメリ

ットとして、この技術の活用について考える事業者

や研究者が増えている。日本庭園史分野で学んだ経

験のあるIT事業者として、これからも管理現場や

課題を抱える現場の方の要望に応え、新しいデジタ

ル手法でのデータ取得の試行錯誤に微力ながら貢献

していきたい。

宝扇庵の間の周囲に位置する⾶び⽯や蹲踞の位置を
スキャンして欲しいという要望があり、実施。

宝扇庵周辺の 3 Dモデル映像。建物の陰であるため
か、全体的に鮮明さに⽋けるが、配置はリアリティ
をもって閲覧出来る。

低い視点で、地⾯から床下を捉えた 3 Dモデル。
複数⼈で同時に⾒ることが出来づらい箇所の確認
も、 3 Dモデルであれば解決出来る。
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『庫中隠見録』の「東照宮御勧請御祭礼」記事

四
．
終
わ
り
に

以
上
の
作
業
に
よ
り
、『
庫
中
隠
見
録
』の
力
点
の
ひ
と
つ
が
、
時
間
軸
に
沿
っ
た

歴
史
叙
述
で
は
な
く
、
光
仲
時
代
の
あ
り
よ
う
を
思
い
返
し
、
再
現
し
よ
う
と
す
る

点
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
た
。
特
に
若
き
藩
主
・
光
仲
の「
人
数
寄
」ぶ
り
、

藩
士
の
婆
娑
羅
な
出
で
立
ち
の
記
述
な
ど
は
、
東
照
宮
祭
礼
の
厳
格
さ
だ
け
で
な
い

側
面
、
祭
礼
と
し
て
の
熱
気
を
伝
え
る
貴
重
な
証
言
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
一
次
史
料
で
は
把
握
し
づ
ら
い「
空
気
感
」と
で
も
い
う
べ
き
一
面
を
、

本
書
の
記
述
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の「
空
気
感
」が
、
東
照
宮

創
始
当
時
の
史
実
に
由
来
す
る
も
の
な
の
か
、
後
代
、
池
田
光
仲
時
代
へ
の
憧
憬
が

作
り
上
げ
た
想
像
上
の
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
さ
て
お
い
た
と
し
て
も
、
で

あ
る
。

※
大
雲
院
資
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
現
在
、
鳥
取
市
が
文
化
財
調
査
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
所
有
者
に
お
い
て
閲
覧
等
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

本
論
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会
文

化
財
課
に
お
願
い
し
ま
す
。
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又
式
部
卿
ハ
竜
泉
院
ニ
ス
ハ
リ
賜
ヒ
テ
ヨ
リ
竜
泉
院
ヲ
以
テ
御
当
家
之
宿
坊
ト
シ
テ

三
百
石
ヲ
被
附
シ
ト
云
リ

然
ラ
バ
天
海
僧
正
之
弟
子
淳
光
院
ト
云
シ
ハ
此
式
部
卿
ノ
事
ナ
ル
カ

愚
考
ル
ニ
天
海
之
弟
子
ヲ
叡
山
ヨ
リ
呼
下
シ
タ
リ
ト
云
ヘ
バ
此
ノ
式
部
卿
ニ
テ
ハ
ア

ル
マ
ジ
其
後
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ

石
州
公
当
国
鹿
野
ニ
御
住
居
ア
リ
　
当
社
モ
其
時
節
ニ
御
勧
請
ナ
レ
ハ
幸
ニ
御
子
ノ

内
一
人
出
家
シ
タ
マ
ヒ
シ
ニ
ヤ

光
仲
公
御
同
性
之
御
事
ナ
レ
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
事
ニ
ア
ラ
ズ

然
共
当
社
御
勧
請
之
ヲ
バ
小
泉
友
賢
民
談
記
ニ
委
ク
載
ラ
レ
タ
レ
共
此
人
ノ
事
ハ
不

見友
賢
ハ
其
比
ノ
人
ナ
レ
バ
ヨ
ク
知
ル
ベ
キ
事
也

石
州
公
御
子
ノ
中
御
出
家
ノ
事
累
図
之
中
ニ
ア
レ
共
別
当
職
ノ
事
ハ
不
見

然
共
淳
光
院
住
職
ノ
中
ニ
実
成
院
興
快
ト
云
人
有
リ
是
即
式
部
卿
ナ
リ
ト
云

然
後
ノ
入
院
ニ
シ
テ
天
海
ノ
弟
子
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ

右
式
部
卿
ニ
附
順
ヒ
居
タ
リ
シ
中
山
某
云
者
ハ
石
入
公
ノ
御
家
人
ニ
テ
式
部
御
出
家

ノ
後
迄
モ
随
順
シ
タ
リ
シ
カ
後
御
家
ニ
被
召
出
シ
其
子
孫
伝
ハ
リ
今
中
山
淺
三
郎
ト

云
者
ノ
也
　
カ
レ
ガ
家
ニ
云
ウ
伝
ヘ
シ
ヲ
聞
マ
マ
ニ
記
シ
置
也

【
上
部
欄
外
書
込
】

式
部
卿
ノ
事
東
照
宮
別
当
ノ
元
開
也
　
東
叡
山
ヨ
リ
下
来
ア
リ
シ
双
厳
院
大
僧
正
ハ

天
海
大
僧
正
ノ
名
代
ト
シ
テ
来
リ
タ
マ
フ
　
此
時
式
部
卿
御
出
家
ア
リ
シ
　
則
天
海

ノ
御
弟
子
ト
成
御
名
代
ト
シ
テ
双
厳
院
開
師
ト
ナ
リ
シ
　
淳
光
院
ハ
則
式
部
卿
ナ
リ
　

御
宮
記
録
モ
右
ノ
通
也

大雲院所蔵『庫中陰見録』

大雲院所蔵『因幡民談』
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武
者
弐
拾
人
二
行
着
烏
帽
子
指
々
物
旗
衆

　

大
太
鼓
社
人
役
之
着
烏
帽
子
素
袍

　

笛
右
同

　

御
供
二
十
人
歩
行
衆
着
烏
帽
子
素
袍

神
輿
白
丁
六
十
人
舁
人　

古
海
古
市
行
徳　

百
姓

　

御
輿
臺
持
白
丁
六
人

　

太
鼓
社
人
役
之
著
烏
帽
子
素
袍

　

笛
右
同

　

御
供
三
十
人
町
人
著
上
下

　

社
務　

右
近
著
冠
袍
馬
上

　

競
馬
十
二
疋
毛
色
々

　

馬
乗
馬
方
衆
六
人
着
金
折
烏
帽
子
狩
衣

　

寺
社
奉
行
馬
上
著
上
下

　

町
奉
行
馬
上
著
上
下

　

大
横
目
馬
上
著
上
下

抑

　

武
者
弐
拾
人　

二
行
着
烏
帽
子
鉢
巻
具
足
指
物
ヲ
差
ス

　

大
太
鼓　

社
人
役
之
着
烏
帽
子
素
袍

　

笛
鐘　

右
同
断

　

御
供
二
十
人　

歩
行
衆
着
烏
帽
子
素
袍

　
神
輿　

白
丁
六
拾
人
舁
之　

古
海
古
市
行
徳
ノ
百
姓

　

御
輿
臺
持　

白
丁
六
人

　

太
鼓
笛　

社
人
役
之
着
烏
帽
子
素
袍　

　
御
供
三
十
人　

町
人
着
上
下

　

社
務　

永
江
右
近　

着
冠
袍
馬
上

　

競
馬
十
二
疋　

毛
色
々

　

寺
社
奉
行　

馬
上
着
上
下

　

町
奉
行　

馬
上
着
上
下

　

大
横
目　

馬
上
着
上
下

抑東
照
宮
祭
礼
慶
安
三
未
年
四
月
十
七
日
ヨ
リ
始
テ
毎
歳
四
月
ナ
リ
シ
カ
共
大
守
公
江

戸
御
参
勤
ノ
年
は
四
月
ヲ
以
テ
祭
月
ト
シ
又
御
交
代
之
歳
ハ
九
月
ヲ
以
祭
礼
ア
リ

是
ハ
大
守
供
奉
仕
賜
ハ
ン
為
ト
也

然
ル
ニ
淳
光
院
二
代
目
之
別
当
四
月
ヲ
止
メ
テ
毎
歳
九
月
ニ
被
定
シ
ト
也

或
人
曰
　
松
平
石
見
守
輝
澄
公
ノ
御
末
子
十
二
歳
ニ
テ
出
家
仕
賜
ヒ
式
部
卿
ト
云
シ

ヲ
東
照
宮
別
当
ニ
ス
エ
奉
リ
其
後
見
ト
シ
テ
栗
谷
長
寿
院
ヲ
置
レ
シ
ガ
学
文
ノ
タ
メ

ニ
式
部
卿
ハ
東
叡
山
ニ
登
リ
賜
ヒ
カ
ノ
寺
中
竜
泉
院
ヘ
住
持
シ
タ
マ
ヒ
当
社
ヲ
バ
長

寿
院
ヲ
以
テ
住
職
ト
シ
タ
マ
フ

長
寿
院
ハ
祈
祷
之
僧
ニ
テ
別
ニ
五
十
俵
ヲ
賜
リ
栗
谷
ニ
居
タ
リ
シ
故
ニ
別
当
モ
是
ヲ

受
ケ
ツ
ヒ
テ
今
ニ
御
祈
祷
寺
ト
ナ
リ
シ
ヨ
シ
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榊　

白
丁
拾
五
人
舁
之
小
人　

　

太
鼓
笛　

社
人
役
之
着
烏
帽
子
素
袍

　　

乙
女
二
人　

神
楽
御
子
小
御
子

　

御
供
拾
五
人　

町
人
着
上
下

　

斎
鉾
二
本　

一
本
白
張
八
人
宛
謄
之
内
一
人
引
縄

　

翳
鉾
二
本　

右
同
断

　

小
鉾
一
本　

白
張
一
人
持
之

　

面
被
廿
人　

町
人
二
行
被
被
頭
巾
指
大
小
突
竹
杖

　

唐
人
踊
卅
人　

町
人
小
童
二
行
唐
人
出
立

　

愛
宕
参
五
十
人　

町
人
二
行　

覆
面
着
笠
脱
下
持
花
篭

　

道
外
者
十
五
人　

町
人

　

山
伏
廿
人　

町
人
二
行

　

舟
舟
引
六
十
人　

　

鉄
砲
五
十
挺
二
行　

大
頭
馬
上
小
頭
副
之

　

弓　

二
十
張　

右
同
断

　

長
柄
五
十
本　

右
同
断

　

金
幣

　

獅
子　

町
人

　

太
鼓
笛　

社
人
役
之
着
烏
帽
子
素
袍

　

御
太
刀
三
振　

海
老
屋　

吉
成
村
庄
屋　

小
山
村
庄
屋
烏
帽
子
素
袍

　

御
鷹
二
居　

鷹
師
二
人
着
烏
帽
子
素
袍

　

御
持
筒
二
挺　

二
行
白
丁
持
之
入
袋

　

御
持
弓
二
挺　

右
同
断

　

御
矢
筒
二
荷　

右
同
断

　

御
具
足　

白
張
負
之
唐
織
覆
着
葵
紋

　

神
馬　

駮
毛
懸
紅
大
懸
鞍
舎
人
八
人
引
之
白
張

　

榊
白
丁
拾
五
人
舁
之
小
人

　

太
鼓
社
人
役
之
著
烏
帽
子
素
袍

　

笛
社
人
役
之
著
烏
帽
子
素
袍

　

乙
女
二
人
神
楽
御
子
小
御
子

　

御
供
十
五
人
町
人
著
上
下

　

斎
鉾
二
本
一
本
白
丁
八
人
宛
謄
担
内
一
人
引
綱
小
人

　

翳
鉾
二
本
右
同

　

小
鉾
一
本
白
張
一
人
持
之

　

面
被
廿
人
町
人
二
行
被
頭
巾
指
大
小
突
竹
杖

　

唐
人
踊
卅
人
町
人
小
童
二
行
唐
人
出
立

　

愛
宕
参
五
十
人
町
人
二
行
覆
面
着
笠
脱
下
持
花
篭

　

道
外
者
十
五
人
町
人

　

山
伏
廿
人
町
人
二
行

　

舟
舟
引
六
十
人

　

鉄
砲
五
十
挺
二
行　

大
頭
馬
上
小
頭
副
之

　

弓　

二
十
張　

右
同　

右
同

　

長
柄
五
十
本　

右
同　

右
同

　

金
幣
社
人
持
之
著
金
折
烏
帽
子
直
衣
被
鼻
高
朱
面

　

獅
子

　

太
鼓
笛
社
人
役
之
著
烏
帽
子
素
袍

　

御
太
刀
三
振
海
老
屋　

吉
成
村
庄
屋　

小
山
村
庄
屋　

著
烏
帽
子
素
袍

　

御
鷹
二
居
鷹
師
二
人
著
烏
帽
子
素
袍

　

御
持
筒
二
挺
二
行
白
丁
持
之
入
袋

御
持
弓
二
挺
二
行
白
丁
持
之
入
袋

　

御
矢
筒
二
荷
二
行
白
丁
持
之

　

御
具
足
白
丁
負
之
唐
織〔
是
ハ
朱
箱
ノ
覆
ナ
ラ
ン
〕覆
着
葵
紋

　

神
馬
駮
毛
掛
紅
大
総
鞍
舎
人
八
人
引
之
白
張

町
人
鼓
三
線
小
弓

船
引
二
行
被
頭
巾
指
朱
脇
指
奴
踊

町
人
鼓
三
線
小
弓

船
引
二
行
被
頭
巾
指
朱
脇
指
奴
踊

社
人
持
之
着
金
折
烏
帽
子
直
衣
被
鼻
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
面



8

『庫中隠見録』の「東照宮御勧請御祭礼」記事

ト
言
渡
サ
レ
シ
カ
ハ
爰
ヲ
晴
ト
馬
具
ヲ
飾
リ
皆
思
ヒ
思
ヒ
ノ
出
立
ニ
テ
飼
置
シ
馬
共

撫
サ
ス
リ
騎
テ
出
世
ニ
珍
シ
キ
見
物
也　

太
守
ハ
御
座
ヲ
構
ラ
レ
心
閑
ニ
御
覧
ナ
サ

レ
ケ
ル

近
年
思
召
立
ケ
ル
大
儀
共
無
礙
遂
行
ハ
レ
御
悦
甚
シ　

目
出
タ
カ
リ
シ
事
共
ナ
リ

帰
リ
ア
ツ
テ
乾
甲
斐
屋
敷
ニ
被
為
入
門
脇
ノ
長
屋
ヲ
テ
ン
ジ
テ
大
物
見
ヲ
カ
マ
ヘ
大

守
御
出
ア
リ
シ
カ
バ
御
近
習
御
小
姓
御
座
ノ
左
右
ニ
居
ナ
ガ
シ
御
祐
筆
二
人
筆
ヲ
取

テ
一
々
帳
ニ
シ
ル
ス　

大
目
附
ハ
門
前
ニ
タ
タ
ミ
ヲ
シ
キ
左
右
ニ
分
レ
テ
非
常
ヲ
タ

タ
ス　

然
バ
家
中
諸
士
爰
ヲ
晴
ト
馬
具
ヲ
飾
リ
思
ヒ
々
ヒ
ノ
出
立
飼
ニ
カ
フ
タ
ル
馬

共
乗
連
テ
通
リ
ケ
レ
バ
世
ニ
珍
ラ
シ
キ
見
物
ナ
リ

其
中
ニ
佐
不
利
軍
兵
衛
諸
人
ニ
勝
レ
タ
ル
出
立
ナ
リ

常
々
バ
サ
ラ
ヲ
好
ミ
テ
カ
ハ
リ
物
ト
云
ワ
レ
シ
ガ
此
度
ノ
出
立
其
身
ハ
ハ
ン
コ
ト
云

ウ
モ
ノ
ニ
頭
ヲ
半
分
ソ
リ
大
嶋
ノ
脇
ア
ケ
シ
タ
ル
ノ
シ
メ
ニ
紅
火
ガ
キ
ノ
上
下
ヲ
着

シ
虎
ノ
革
ノ
毛
巾
着
ヲ
サ
ゲ
太
刀
作
リ
ノ
朱
鞘
ノ
大
小
紅
ノ
下
緒
ヲ
ツ
ケ
黒
ノ
大
馬

ニ
異
形
之
革（
鞍
）ヲ
キ
馬
ノ
頭
ニ
金
ノ
立
エ
ボ
ウ
シ
ヲ
キ
セ
耳
ノ
脇
ニ
銀
ノ
角
ヲ
ハ

ヤ
シ
ヒ
ジ
リ
メ
ン
ノ
手
綱
ヲ
長
々
ト
ト
リ
テ
乗
タ
リ
ケ
ル

先
供
六
人
紅
ノ
袖
無
シ
羽
織
大
ノ
字
ノ
紋
ヲ
ウ
シ
ロ
ニ
ツ
ケ
馬
脇
ノ
若
堂（
党
）四
人

色
々
ノ
ハ
デ
成
ル
染
小
袖
長
羽
織
ヲ
着
中
間
鑓
持
其
外
小
者
ミ
ナ
坊
主
ニ
シ
テ
ヒ
ゲ

計
ヲ
ツ
ク
リ
鑓
之
サ
ヤ
ハ
大
キ
ナ
ル
ワ
ラ
ボ
ウ
キ
ヲ
作
リ
鑓
印
金
ノ
ヘ
ウ
タ
ン
ヲ
ツ

ケ
家
頼
不
残
鼻
ネ
ジ
ヲ
腰
ニ
指
シ
声
ヲ
揃
テ
振
出
ス

大
守
公
ヲ
初
メ
奉
リ
御
前
ノ
人
々
ヲ
カ
シ
ガ
リ
頭
ヲ
上
ル
者
モ
ナ
シ

大
守
御
機
嫌
不
斜
御
帰
城
ア
リ
ケ
ル

近
年
思
召
立
ケ
ル
大
義
無
礙
遂
行
ハ
レ
御
悦
甚
ダ
目
出
タ
カ
リ
シ
事
共
ナ
リ

神
輿
ノ
行
列
之
次
第
委
記
置
事
如
左

社
僧
拾
二
人　

乗
輿

　

家
老
衆
組
頭
母
衣
衆
近
習
衆
諸
奉
行
人
衆
馬
廻
衆
馬
上
着
上
下

太
守
公

　

警
固
大
頭
二
人
二
行
歩
行
突
竹
杖
著
黒
羽
織　

鉄
砲
同
心
廿
人
二
行

御
祭
礼
御
幸
行
列
之
次
第
委
ク
左
ニ
記
ス

　

社
僧
十
二
人　

乗
輿

大
守
公

　

警
固
大
頭
二
人

騎
馬

家
老
衆
組
頭
母
衣
衆
近
習
衆
諸
奉
行
人
衆
馬
廻
衆

不
残
馬
上
麻
上
下

横
目

町
奉
行

貳
行
歩
行
突
竹
杖
着
黒
羽
織

鉄
砲
同
心
廿
人
貳
行
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同
年
九
月
十
七
日
御
祭
礼
ア
ル
ヘ
シ
ト
テ
城
外
西
郊
拾
余
町
ヲ
過
千
代
河
ノ
畔
ニ
御

旅
所
ヲ
立
ラ
ル
ル

其
地
四
方
広
ク
ハ
レ
渡
リ
人
多
ク
集
リ
テ
モ
狭
カ
ラ
ズ
清
流
ス
ス
シ
キ
河
浜
ニ
テ
神

意
モ
慰
玉
フ
ラ
ン
ト
覚
計
勝
地
也

拾
六
日
ヨ
リ
神
輿
ヲ
カ
ザ
リ
出
サ
レ
供
奉
ノ
行
粧
ヲ
調
ヘ
祭
尊
ノ
神
供
ノ
山
海
ノ
珍

味
ヲ
奉
リ
社
僧
読
経
法
施
ヲ
サ
サ
ゲ
巫
祝
夜
モ
ス
カ
ラ
神
楽
ヲ
奏
ス　

誠
ニ
済
々
タ

ル
礼
式
ナ
リ

拾
七
日
ニ
ハ
黎
明
ヨ
リ
神
輿
ヲ
ウ
ナ
カ
シ
出
シ
奉
ル
五
色
ノ
金
襴
ヲ
以
テ
飾
立
金
銀

ノ
カ
ナ
モ
ノ
珠
玉
ノ
ヲ
ヒ
モ
ノ
飾
毛
ノ
鳳
凰
ハ
蓋
上
ニ
舞
ヒ
色
々
ノ
彩
幡
風
ニ
飜
リ

神
鏡
日
ニ
映
シ
テ
耀
セ
玉
ヘ
ハ
見
ル
者
信
心
肝
ニ
銘
シ
皆
平
伏
感
咲
ヲ
ナ
ス
計
也

太
守
モ
供
奉
扈
従
シ
玉
ヘ
ハ
家
中
ノ
大
身
小
身
一
人
モ
不
残
御
供
ス

役
々
ヲ
請
取
モ
ノ
ハ
其
役
ヲ
勤
ム
城
下
ノ
地
下
人
共
モ
名
ア
ル
者
共
一
人
モ
不
残
御

供
ヲ
勤
ス

城
下
ノ
町
ヘ
役
ニ
カ
ケ
練
物
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
サ
セ
御
供
出
サ
セ
ラ
ル
ル

神
輿
已
ニ
宮
廟
ヲ
出
玉
ヘ
バ
子
ト
リ
ノ
笛
ヲ
吹
立
数
ノ
太
鼓
鉦
子
ヲ
打
立
チ
ヨ
イ
サ

チ
ヨ
イ
サ
ト
ハ
ヤ
シ
立
神
輿
ヲ
カ
キ
テ
躍
行

サ
テ
御
旅
所
ニ
行
付
ケ
ハ
神
供
ノ
品
々
社
僧
伺
宮
勤
之
巫
覡
乙
女
神
楽
ヲ
奏
シ
神
慮

ヲ
ス
ズ
シ
メ
奉
ル

前
ニ
ハ
長
キ
馬
場
ア
リ　

馬
官
ノ
者
共
競
馬
ヲ
番
ヒ
勤
之

其
外
御
供
セ
シ
バ
サ
ラ
ノ
練
物
共
舞
踊
歌
ヲ
ウ
タ
ヒ
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
芸
ヲ
尽
ス

扨
暫
ク
ア
リ
テ
還
御
ナ
ル

国
中
ノ
貴
賤
男
女
方
々
ヨ
リ
集
リ
是
ヲ
拝
ン
ト
テ
神
輿
ノ
通
跡
々
家
々
ニ
満
々
小
路

ニ
立
フ
サ
カ
リ
幾
千
万
ト
計
カ
タ
シ
誠
ニ
厳
重
如
在
ノ
祭
礼
世
ニ
希
ナ
ル
壮
観
ナ
リ

是
ヨ
リ
後
毎
年
此
日
ヲ
以
式
日
ト
シ
大
祭
ヲ
執
行
ハ
レ
ケ
ル

此
度
供
奉
シ
ケ
ル
侍
以
此
次
一
人
ツ
ツ
太
守
ノ
御
前
ヲ
通
サ
レ
馬
共
御
覧
ア
ル
ヘ
シ

翌
年
四
月
十
七
日
御
祭
礼
有
ル
ベ
シ
ト
テ
城
外
西
郊
十
余
町
ヲ
過
テ
千
代
川
之
畔
ニ

御
旅
所
ヲ
立
ラ
ル

其
地
四
方
広
平
ニ
シ
テ
人
多
ク
集
リ
テ
モ
狭
マ
カ
ラ
ズ
清
流
ス
ス
シ
キ
河
浜
ニ
テ
神

意
モ
慰
ミ
給
フ
ラ
ン
ト
覚
計
之
勝
地
也

十
六
日
ヨ
リ
神
輿
ヲ
カ
ザ
リ
出
サ
レ
供
奉
ノ
行
粧
ヲ
調
ヘ
祭
典
ノ
神
供
山
海
之
珍
ヲ

奉
リ
社
僧
読
経
法
施
ヲ
サ
サ
ゲ
巫
祝
夜
モ
ス
カ
ラ
神
楽
ヲ
奏
ス　

誠
ニ
済
々
タ
ル
礼

式
也

十
七
日
ニ
ハ
黎
明
ヨ
リ
神
輿
ヲ
ウ
ナ
ガ
シ
出
シ
奉
ル
五
色
ノ
金
襴
ヲ
以
テ
飾
立
金
銀

ノ
金
物
珠
玉
ノ
ヲ
ビ
モ
ノ
錦
毛
鳳
凰
ハ
蓋
上
ニ
舞
色
々
ノ
彩
幡
風
ニ
飜
リ
神
鏡
日
映

メ
耀
出
玉
ヘ
バ
見
ル
者
信
心
肝
ニ
銘
シ
ミ
ナ
平
伏
感
嘆
ヲ
ナ
ス
計
也

大
守
モ
供
奉
扈
従
シ
玉
ヘ
ハ
家
中
ノ
士
大
身
小
身
一
人
モ
残
ラ
ス
御
供
ヲ
ツ
ト
ム

役
々
ヲ
請
取
者
ハ
其
役
ヲ
ナ
シ
城
下
ノ
地
下
人
共
名
有
ル
者
一
人
モ
不
残
御
供
ス

亦
町
役
ニ
カ
ケ
練
物
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
サ
セ
御
供
ニ
出
サ
セ
ラ
ル

神
輿
已
ニ
宮
廟
ヲ
出
給
ヘ
バ
子
ト
リ
ノ
笛
ヲ
吹
立
数
ノ
太
鼓
ヲ
鉦
子
ヲ
打
立
チ
ヨ
イ

サ
チ
ヨ
イ
サ
ト
ハ
ヤ
シ
立
神
輿
ヲ
カ
キ
上
躍
リ
行

サ
テ
御
旅
所
ニ
御
幸
ア
レ
ハ
神
供
ノ
品
々
社
僧
祠
官
勤
之
巫
覡
乙
女
神
楽
ヲ
奏
ス

前
ニ
ハ
長
キ
馬
場
ア
リ　

馬
官
ノ
者
共
金
ノ
風
折
青
赤
ノ
狩
衣
ヲ
着
シ
競
馬
番
ヒ
勤

之
御
供
セ
シ
バ
サ
ラ
練
モ
ノ
舞
ヲ
ド
リ
歌
ヲ
ウ
タ
ヒ
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
芸
ヲ
尽
ス

サ
テ
暫
ア
リ
テ
還
御
ナ
ル

国
中
ノ
貴
賤
男
女
方
々
ヨ
リ
走
集
リ
拝
マ
ン
ト
テ
神
輿
通
御
之
家
々
ニ
満
々
小
路
々

ニ
立
ツ
ド
ヒ
幾
千
万
ト
モ
数
ズ
カ
ギ
リ
無
誠
ニ
厳
重
如
在
之
祭
礼
世
ニ
希
ナ
ル
壮
観

也此
ノ
後
毎
歳
四
月
十
七
日
九
月
十
七
日
隔
年
ニ
式
日
ト
シ
テ
大
祭
ヲ
取
行
レ
ケ
ル

此
度
御
供
セ
シ
侍
ノ
面
々
一
人
宛
大
守
ノ
御
前
ヲ
通
ル
ベ
シ
ト
テ
大
守
ハ
御
先
ニ
御
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角
テ
造
営
已
調
リ
シ
カ
ハ
慶
安
三
年　
　

遷
宮
取
行
ハ
レ
ン
ト
テ
江
府
東
叡
山
ヨ
リ

双
厳
院
最
教
院
両
僧
正
其
外
綱
位
ノ
高
僧
達
大
勢
呼
下
シ
マ
シ
マ
シ
其
儀
式
夥
シ

読
経
秘
呪
様
々
ノ
大
法
事
共
品
々
ニ
取
行
ヒ
給
フ

此
日
ハ
太
守
モ
ツ
ト
ヨ
リ
御
出
ア
ツ
テ
東
束
常
厳
カ
ニ
終
日
勤
仕
ヲ
ナ
シ
玉
フ

此
事
近
国
迄
隠
ナ
ケ
レ
ハ
見
物
ノ
貴
賤
是
ヲ
拝
ン
ト
テ
群
集
ス
ル
人
幾
千
万
ト
云
カ

キ
リ
ナ
シ

カ
カ
ル
大
営
少
ノ
違
乱
ナ
ク
執
行
レ
シ
カ
バ
太
守
御
喜
不
斜
叡
嶽
之
僧
衆
ヘ
御
馳
走

共
様
々
也

山
海
ノ
珍
味
ノ
御
御
饗
応
善
尽
シ
美
尽
セ
ル
事
共
也

次
ニ
法
楽
ノ
能
ヲ
御
催
ア
ツ
テ
大
夫
ハ
京
都
鶴
屋
七
郎
左
衛
門
ト
云
者
ヲ
呼
下
シ
一

日
興
行
ア
ツ
テ
城
下
ノ
者
共
ニ
見
セ
玉
ヘ
ハ
諸
人
群
集
悦
事
限
リ
ナ
シ

角
テ
僧
衆
ハ
御
暇
申
皈
リ
玉
フ

ヲ
氏
神
ト
セ
ラ
レ
社
頭
御
建
立
ア
ル
ベ
シ
ト
テ
年
々
材
木
等
ノ
用
意
共
ア
リ
シ
カ
長

吉
公
慶
長
十
九
年
甲
寅
九
月
廿
四
日
四
十
五
歳
ニ
テ
於
江
府
死
去
シ
玉
イ
シ
ガ
嫡
子

治
兵
衛
長
幸
　
後
号
備
中
守
　
御
家
督
ア
ツ
テ
間
モ
ナ
ク
元
和
三
年
丁
巳
ノ
歳
当
国

ヲ
去
ツ
テ
備
中
松
山
ニ
移
リ
玉
フ
　
依
之
長
田
御
建
立
モ
止
ミ
ケ
ル
ト
ゾ
　
残
念
ナ

ル
事
也

然
ル
ニ
此
度
東
照
宮
之
社
司
ヲ
此
ノ
外
記
ニ
被
仰
附
ケ
レ
ハ
外
記
申
ケ
ル
ハ
私
先
祖

代
々
長
田
牛
頭
両
社
ニ
仕
テ
神
恩
ヲ
蒙
リ
候
ラ
ヘ
バ
居
所
ノ
ギ
ハ
其
マ
マ
栗
谷
ニ
差

置
レ
ク
ダ
サ
ル
ベ
シ
ト
言
上
シ
タ
リ
ケ
レ
ハ
老
中
全
儀
ア
ツ
テ
外
記
カ
申
所
イ
ワ
レ

有
サ
リ
ナ
ガ
ラ
東
照
宮
社
督
ヲ
シ
ナ
ガ
ラ
居
宅
遠
方
ニ
ア
ラ
バ
日
々
ノ
出
仕
祭
礼
ノ

節
ヨ
ロ
ズ
ア
シ
カ
ル
ベ
シ
長
田
ノ
社
ヲ
モ
御
宮
近
ク
ヘ
移
ス
ベ
シ
ト
ノ
事
ニ
テ
則
チ

鳥
井
之
外
山
手
東
ノ
方
ニ
少
シ
ノ
地
ア
リ
シ
ヲ
切
開
キ
社
ヲ
建
ラ
ル
　
長
田
ノ
鳥
井

ハ
町
ノ
中
程
ニ
ア
リ
　
始
ハ
木
ノ
鳥
井
ナ
リ
シ
ガ
程
ナ
ク
破
レ
損
シ
ケ
レ
バ
時
代
押

移
テ
綱
清
公
ノ
御
代
大
阪
北
浜
桑
ノ
屋
ト
町
人
当
国
ヘ
来
リ
願
ヲ
上
石
ノ
鳥
井
ヲ
立

ケ
ル
ナ
リ
　
外
記
其
子
右
近
主
典
ニ
至
ル
迄
代
々
東
照
宮
ノ
社
務
ヲ
司
リ
ア
マ
ツ
サ

ヘ
因
伯
二
州
ノ
神
職
之
惣
頭
ニ
被
仰
附
家
門
繁
盛
シ
ケ
リ

御
宮
出
来
ア
リ
シ
カ
ハ
急
キ
遷
宮
ア
ル
ベ
シ
ト
テ
江
府
東
叡
山
ヨ
リ
双
厳
院
ノ
大
僧

正
最
教
院
ノ
僧
正
其
外
高
位
之
僧
達
大
勢
呼
下
マ
シ
マ
シ
其
儀
式
夥
シ

読
経
秘
呪
様
々
之
大
法
事
共
品
々
也

此
ノ
日
ハ
大
守
モ
早
朝
ヨ
リ
御
出
ア
ツ
テ
束
帯
厳
重
ニ
終
日
勤
仕
ヲ
ナ
シ
玉
フ

此
事
近
国
ニ
隠
レ
ナ
ケ
レ
ハ
見
物
ノ
貴
賤
是
ヲ
拝
マ
ン
ト
テ
群
集
ス
ル
事
幾
千
万
ト

云
カ
ギ
リ
ナ
シ

カ
カ
ル
大
営
少
ノ
違
乱
ナ
ク
相
ス
ミ
シ
カ
バ
太
守
御
悦
不
斜
叡
嶽
之
僧
衆
ヘ
御
馳
走

ノ
事
様
々
也

山
海
ノ
珍
味
善
尽
シ
美
尽
シ
御
饗
応
ア
リ

次
ニ
法
楽
ノ
能
ヲ
御
催
ア
ツ
テ
大
夫
ハ
京
都
鶴
屋
七
郎
左
衛
門
ト
云
者
ヲ
呼
下
シ
一

日
興
行
ア
ツ
テ
城
下
オ
者
ニ
モ
見
セ
玉
ヘ
ハ
諸
人
群
集
シ
テ
悦
事
限
リ
ナ
シ

カ
ク
テ
僧
衆
御
暇
申
カ
ヘ
リ
玉
フ
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中
ノ
門
明
六
ツ
ヨ
リ
七
ツ
時
迄
開
之
　
諸
人
出
入
ス
ル
事
ヲ
免
サ
ル

門
ノ
外
ニ
番
所
有
リ
　
此
ノ
番
人
十
人
ア
リ

御
本
社
ト
両
番
所
ト
ヲ
相
勤
ム
　
三
河
足
軽
ト
云
テ
御
普
代
ノ
足
軽
ナ
リ

此
ノ
頭
一
人
歩
行
士
ナ
リ

横
目
一
人
徒
士
両
人
共
ニ
鳥
居
ノ
外
ニ
役
屋
敷
ア
リ

宮
番
屋
敷
モ
此
辺
ニ
有
リ

扨
テ
中
門
ノ
外
ニ
流
ア
リ
　
石
ノ
橋
有
コ
コ
ニ
少
シ
ノ
タ
マ
リ
ア
リ

此
所
ヨ
リ
一
ノ
鳥
井
迄
三
百
間
余
ア
リ

左
右
杉
ノ
並
木
ア
リ　

左
之
方
ニ
護
摩
堂
有
リ

ツ
ヅ
キ
ニ
本
坊
有
リ
号
乾
向
山
東
隆
寺
ト　

別
当
ノ
房
ナ
リ

此
ノ
向
ニ
社
僧
三
宇
ア
リ　

成
就
院
平
福
院
大
乗
院
徳
源
院
是
也

扨
又
鳥
井
甚
ダ
大
鳥
井
ナ
リ　

十
間
前
ヨ
リ
笠
木
ヲ
見
上
ル
ニ
頭
ノ
上
ニ
ヲ
キ
タ
ル

物
ウ
シ
ロ
ヘ
落
ル
ト
云

鳥
井
額
ハ
青
蓮
院
之
准
后
尊
純
法
親
王
筆
勢
ヲ
振
テ
書
賜
フ

サ
テ
又
鳥
井
左
ノ
方
ニ
神
馬
殿
ア
リ
　
馬
ア
ツ
カ
リ
ノ
屋
敷
其
後
ロ
ニ
有
リ

鳥
井
左
ノ
前
左
右
広
庭
ナ
リ
　
左
ノ
方
ニ
下
馬
札
ア
リ

別
当
ハ
前
大
僧
正
天
海
之
御
弟
子
淳
光
院
ト
云
僧
ヲ
叡
山
ヨ
リ
請
シ
下
シ
ス
エ
ラ
ル

社
務
ハ
当
国
牛
頭
天
皇
ノ
神
職
永
井
外
記
ヲ
神
主
ニ
定
メ
ラ
ル　

鳥
井
外
町
屋
ノ
中

程
ニ
屋
敷
有
リ

此
者
ハ
古
ヨ
リ
当
国
ニ
住
シ
牛
頭
天
皇
十
頭
長
田
之
三
社
ニ
仕
テ
先
祖
代
々
邑
美
郡

栗
谷
ノ
奥
ニ
住
シ
ケ
ル
ガ
此
所
ヨ
リ
流
出
ル
川
ヲ
栗
谷
川
ト
云
　
此
川
ヨ
リ
北
ノ
方

ヲ
長
田
大
明
神
ノ
氏
地
ト
シ
川
ヨ
リ
南
ヲ
天
皇
ノ
氏
地
ト
定
ム

池
田
備
中
守
長
吉
当
城
之
主
タ
リ
シ
ト
キ
御
嫡
男
城
内
ニ
テ
出
生
ア
リ
シ
カ
バ
長
田

カ
ル
粧
ヒ
芳
野
初
瀬
ノ
麓
ヲ
分
ケ
入
シ
ニ
異
ナ
ラ
ス

（
惣
門
ノ
外
ニ
並
木
ノ
杉
ヲ
ウ
エ
ラ
レ
ケ
ル
）

惣
門
ノ
外
ニ
別
当
ノ
坊
ア
リ

其
外
ハ
社
僧
ノ
坊
三
宇
ア
リ　

成
就
院
大
乗
院
徳
源
院
是
也

其
ソ
ト
ニ
ハ
大
鳥
居
ノ
外
ハ
門
前
ノ
町
也

江
府
東
叡
山
ヨ
リ
前
大
僧
正
天
海
ノ
弟
子
淳
光
院　
　

僧
ヲ
請
下
別
当
ノ
坊
ニ
ス
ヘ

ラ
レ
二
百
石
ノ
別
当
領
ヲ
附
ラ
ル　

其
外
ノ
院
家
ニ
モ
院
領
少
々
皆
寄
付
ラ
ル

外
記
ト
ス
神
人
ヲ
社
務
ニ
補
シ
社
務
領
毎
歳
賜
リ
ケ
ル

大
鳥
居
ノ
額
ハ
青
蓮
院
之
准
后
尊
純
筆
勢
振
書
給
フ

拝
殿
ニ
ハ
歌
仙
ノ
絵
ヲ
懸
ラ
レ
タ
リ

狩
野
探
幽
法
眼
妙
工
ヲ
尽
シ
極
彩
色
ニ
書
之　

歌
ハ
青
蓮
院
尊
純
御
筆
也　

①



4

『庫中隠見録』の「東照宮御勧請御祭礼」記事

惣
門
ヨ
リ
神
前
マ
テ
ノ
路
ハ
石
ヲ
タ
タ
ミ
中
ニ
敷
谷
奥
ヨ
リ
流
ル
ル
沢
水
ヲ
請
御
手

濯
ノ
池
ヲ
神
楽
所
ノ
側
ニ
設
ク

前
後
山
高
ク
ソ
ヒ
エ
タ
ル
ニ
数
万
本
ノ
松
ヲ
栽
ラ
レ
ケ
レ
ハ
近
年
ノ
内
ニ
深
林
ト
ナ

ル路
ノ
両
方
ヲ
挟
ミ
テ
色
々
ノ
桜
ヲ
二
三
百
本
植
ラ
ル
ル

春
二
三
月
ノ
比
ニ
至
テ
ハ
ラ
ン
マ
ン
ト
咲
ミ
タ
レ
参
詣
ノ
人
ノ
袂
ノ
上
ニ
雪
チ
リ
カ

色
々
ニ
サ
ヒ
シ
キ
タ
ル
門
也

此
門
ノ
左
右
石
燈
篭
ア
リ

当
府
ノ
重
臣
献
上
ナ
リ
左
ノ
如
シ

（
燈
籠
の
絵「
慶
安
三
年
／
庚
寅
四
月
十
七
日
／
各
」）

左
ノ
方
ニ
二
ツ 

荒
尾
主
計
頭
宣
就

同
二
ツ
　
津
田
筑
後
守
元
茂

同
二
ツ
　
乾
長
十
郎

同
一
ツ
　
池
田
掃
部
助
長
重

同
一
ツ
　
池
田
日
向
守
之
政

同
一
ツ
　
菅
長
太
郎

同
一
ツ
　
矢
野
兵
庫
頭
正
綱

右
ノ
方
ニ
二
ツ
　
荒
尾
大
和
守
成
直

同
二
ツ
　
和
田
飛
騨
守
三
信

同
二
ツ
　
鵜
殿
大
隅
守
長
之

同
一
ツ
　
池
田
大
蔵
少
輔
辰
政

同
一
ツ
　
池
田
圖
書
頭
政
広

同
一
ツ
　
福
田
和
泉
守
久
隆

同
一
ツ
　
安
養
寺
淡
路
守
政
景

　
以
上
十
四
人

随
神
門
之
前
神
楽
堂
ア
リ
此
ノ
後
ロ
ニ
谷
川
ノ
流
ア
リ　

参
詣
之
貴
賤
手
水
口
ヲ
ス

ス
グ
所
ア
リ　

川
ノ
向
弁
天
堂
ア
リ　

川
ニ
ハ
橋
ヲ
掛
タ
リ

随
神
門
ノ
左
リ
松
林
之
内
ニ
御
神
具
之
蔵
有
リ　

扨
テ
随
神
門
ヨ
リ
中
ノ
門
迄
百
間

余
敷
石
也

左
右
ニ
色
々
ノ
桜
木
ア
リ

二
三
月
ノ
比
ニ
ハ
花
爛
漫
ト
サ
キ
乱
レ
諸
人
絶
詠
帰
事
ヲ
ワ
ス
ル
ル
ガ
如
シ



3

『庫中隠見録』の「東照宮御勧請御祭礼」記事

鍛
冶
番
匠
葺
師
大
鋸
引
等
多
ク
集
リ
道
々
ノ
工
ヲ
勤
ケ
ル
程
ニ
日
々
ニ
仕
出
事
限
ナ

シ本
社
ヲ
ハ
欅
ヲ
以
テ
白
木
ニ
テ
立
ラ
レ
タ
リ

此
良
材
ヲ
尋
ラ
レ
ケ
ル
ニ
知
頭
郡
ニ
於
テ
希
異
ノ
巨
材
ヲ
取
出
ス

是
ヲ
切
用
ヒ
ラ
レ
ケ
ル
ニ
木
ノ
切
口
指
ハ
タ
シ
壱
丈
ア
リ
ケ
ル
ト
カ
ヤ

是
ヲ
破
砕
用
ケ
レ
バ
余
ノ
木
ヲ
マ
ジ
エ
ズ
本
社
ニ
全
用
テ
猶
余
リ
シ
程
ノ
大
木
ト
カ

ヤ工
匠
共
力
ヲ
尽
シ
テ
急
キ
ケ
ル
程
ニ
成
風
運
斤
ノ
功
速
ニ
シ
テ
数
ノ
殿
宇
出
来
ケ
リ

本
社
拝
殿
ヲ
先
ト
シ
テ
本
地
堂
護
摩
堂
宝
蔵
御
供
所
神
楽
堂
楼
門
惣
門
ニ
至
ル
マ
テ

玉
ヲ
ミ
カ
キ
金
ヲ
鏤
メ
ア
タ
リ
輝
ク
計
也

本
社
ハ
南
向
ニ
立
ラ
レ
所
ハ
山
ノ
高
ミ
ナ
レ
ハ
石
ノ
階
ヲ
タ
タ
ミ
テ
路
ト
セ
リ

扨
御
本
社
前
ニ
門
ア
リ
カ
ラ
門
ト
号
　
左
右
後
ロ
皆
石
ノ
玉
垣
也

三
間
四
面
ノ
拝
殿
ア
リ

カ
ラ
門
ト
拝
殿
ノ
間
ニ
切
石
ヲ
敷
上
ニ
掛
橋
有
リ
祭
礼
ノ
時
此
掛
橋
ニ
神
輿
ヲ
カ
ザ

ル拝
殿
白
木
作
リ
四
方
縁　

拝
殿
内
ナ
ケ
シ
ノ
上
ニ
哥
仙
ア
リ

絵
ハ
狩
野
探
幽
法
眼
ウ
タ
ハ
尊
純
法
親
王
之
御
筆
ナ
リ　
　
　

①

御
本
社
ニ
向
テ
右
ニ
堂
ア
リ
　
御
本
地
堂
也

左
ニ
堂
ア
リ
　
行
者
堂
也

神
輿
堂
ハ
御
本
地
堂
之
後
ロ
ニ
ア
リ

御
本
社
ノ
前
左
右
ニ
石
之
燈
篭
ア
リ
　
国
主
御
長
男
新
五
郎
君
御
奉
納
也

拝
殿
之
前
ニ
手
水
鉢
ア
リ
　
清
水
ハ
キ
出
テ
常
ニ
水
ヲ
タ
タ
ヘ
タ
リ

是
ハ
荒
尾
但
馬
守
成
利
献
上
也

拝
殿
ノ
前
ニ
門
有
リ
　
平
重
門
也

左
玉
垣
高
石
垣
ノ
上
ニ
立
ツ

平
重
門
ノ
前
石
ダ
ン
也

石
ダ
ン
ノ
前
三
十
間
ヲ
ヒ
テ
随
神
門
ア
リ

鍛
冶
番
匠
葺
師
大
鋸
引
ノ
工
ナ
ツ
テ
不
日
成
就
シ
タ
リ
ケ
ル

御
本
社
白
木
作
リ
屋
根
ハ
ヒ
ワ
ダ
ブ
キ
ニ
ゾ
ア
リ
ケ
ル

此
ノ
御
本
社
之
財
木
ハ
知
頭
郡
ヨ
リ
希
異
ノ
巨
材
ヲ
取
出
ス

欅
ノ
大
木
ニ
テ
切
口
サ
シ
ハ
タ
シ
一
丈
余
ア
リ

是
ヲ
破
砕
用
ケ
レ
バ
ヨ
ノ
木
ヲ
交
ヘ
ズ
本
社
ノ
全
用
猶
余
リ
有
ト
ゾ
キ
コ
ヘ
シ
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幡
民
談
』の
記
事
を
骨
格
と
し
て
、
建
築
物
等
の
詳
細
や
藩
士
・
佐
分
利
軍
兵
衛
の

婆
娑
羅
ぶ
り
、
初
代
別
当
淳
光
院
に
つ
い
て
の
疑
義
な
ど
を
追
記
し
た
も
の
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
項
目
の
比
較
に
よ
っ
て
、『
庫
中
隠
見
録
』の
編
纂

意
図
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
明
示
で
き
る
も
の
と
考
え
、
以
下
の
よ
う
に
、
本
文
の

対
比
を
試
み
た
。
行
順
を
入
れ
替
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
該
当
行
が
対
照
で

き
る
よ
う
、
空
行
を
設
け
た
。
ま
た
、
前
後
す
る
段
落
に
つ
い
て
は
、
矢
印
・
番
号

な
ど
で
そ
の
旨
を
図
示
し
た
。　

大
雲
院
本『
庫
中
隠
見
録
』

東
照
宮
御
勧
請
同
祭
礼
之
事

慶
安
二
年
己
丑
歳
東
照
宮
御
廟
社
当
国
ニ
御
勧
請
被
成
旨
幕
府
ヘ
御
伺
ア
リ
シ
カ
バ

択
地
テ
勧
請
可
致
旨
被
仰
出
シ
カ
ハ
不
斜
御
悦
ア
ツ
テ
急
キ
大
営
可
被
行
ト
テ
寺
島

四
郎
左
衛
門
惣
奉
行
ト
シ
テ
清
地
ヲ
択
ミ
ケ
ル
ニ
城
山
ノ
東
シ
栗
谷
可
然
ト
テ
既
ニ

人
夫
ヲ
掛
ヶ
谷
ヲ
切
開
ン
ト
セ
ラ
レ
シ
カ
共
此
谷
左
右
山
峻
シ
ク
中
狭
マ
ケ
レ
バ
亦

変
替
ア
ツ
テ
邑
美
郡
王
子
カ
谷
其
ノ
地
ニ
被
定

数
百
人
之
夫
ヲ
掛
ケ
日
々
大
石
ヲ
ハ
コ
ビ
出
シ
経
営
ア
ル
或
ハ
山
ヲ
崩
シ
地
ヲ
平
シ

石
ヲ
破
テ
甃
ト
シ
テ
廟
地
ヲ
広
ケ
沢
ヲ
埋
テ
広
前
ト
ス

人
夫
ノ
ヲ
メ
キ
叫
ブ
声
山
ヒ
コ
ニ
響
キ
テ
夥
シ

三
．
本
文
の
比
較

大
雲
院
本『
因
幡
民
談
記
』

東
照
権
現
宮
勧
請
同
祭
礼
之
事

慶
安
二
年
己
丑
歳
光
仲
公
東
照
太
権
現
ノ
廟
社
ヲ
当
国
ニ
勧
請
シ
玉
ハ
ン
ト
思
立
玉

ヒ
此
旨
ヲ
幕
下
ヘ
被
言
上
御
許
ノ
旨
ヲ
得
給
フ
処
ニ
別
無
事
択
地
勧
請
可
申
由
被
仰

出
シ
カ
ハ
大
悦
不
斜
早
々
家
臣
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
役
言
付
興
行
シ
給
フ

併
大
営
ナ
レ
バ
俄
ニ
難
事
行
普
請
等
成
就
来
年
遷
宮
有
ヘ
シ
ト
ノ
催
ナ
リ

所
ハ
当
府
栗
谷
ニ
ト
ノ
事
ニ
テ
此
所
ヲ
取
立
ラ
レ
ケ
レ
共
分
内
狭
シ
ト
テ
所
ナ
リ
善

地
ヲ
尋
ラ
レ
ケ
ル
カ
昔
ノ
大
日
ノ
谷
地
広
ク
谷
奥
深
ク
山
聳
物
静
ナ
ル
地
ナ
レ
ハ
此

所
ヲ
用
ヒ
ラ
レ
ケ
ル

此
所
往
古
ニ
ハ
古
キ
寺
ナ
ト
ア
リ
ケ
ル
ト
カ
ヤ

其
後
ハ
荒
墟
ト
ナ
リ
田
畑
沼
沢
ナ
ト
有
ケ
レ
ハ
地
面
不
平
山
ニ
ハ
棒
莽
谷
ヲ
塞
岩
磽

确
ト
シ
テ
路
ニ
横
ハ
ル

人
夫
ヲ
駆
催
諸
奉
行
ヲ
付
是
ヲ
経
営
ス

或
ハ
土
ヲ
運
ヒ
地
ヲ
平
ニ
シ
石
ヲ
破
テ
甃（
イ
シ
ダ
タ
ミ
）ト
シ
山
ヲ
崩
シ
テ
廟
地
ヲ

広
メ
沢
ヲ
埋
テ
広
前
ト
ス

邪
々
許
々
ノ
声
ヲ
揚
テ
ヲ
メ
キ
叫
ヘ
ハ
山
ヒ
コ
ニ
響
テ
夥
シ

一
方
に
あ
っ
て
一
方
に
な
い
文
面
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
と
し
、
挿
入
箇
所
の
異
な
る
文
面

は　
　

で
囲
っ
て
矢
印
や
番
号
で
指
示
し
た
。
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︻
報
告
３
︼

『
庫
中
隠
見
録
』の「
東
照
宮
御
勧
請
御
祭
礼
」記
事

　
　
　
　

︱
資
料
的
性
格
と
そ
の
特
色
︱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

孝
文
（
鳥
取
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）

一
．
東
照
宮
別
当
寺
院
大
雲
院
所
蔵
の『
庫
中
隠
見
録
』に
つ
い
て

鳥
取
市
立
川
町
に
現
存
す
る
天
台
宗
寺
院
・
乾
向
山
東
隆
寺
大
雲
院
は
、
本
来
は

江
戸
時
代
を
通
じ
て
因
幡
東
照
宮
門
前
に
所
在
し
た
東
照
宮
別
当
寺
院
で
あ
り
、
現

在
地
は
明
治
以
降
の
神
仏
分
離
に
伴
い
移
転
し
た
場
所（
末
寺
・
霊
光
院
の
本
堂
を

そ
の
ま
ま
現
在
の
本
堂
と
し
て
い
る
）で
あ
る
。

鳥
取
市
で
は
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
大
雲
院
の
資
料
調
査
を
順
次
行
っ
て
お
り
、

平
成
三
十
年
度
か
ら
は
国
・
県
の
補
助
事
業
と
し
て
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
総
合

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
す
で
に
報
告
書︻
一
︼歴
史
資
料
編

（
令
和
四
年
度
）・
報
告
書︻
二
ー
一
︼美
術
工
芸
作
品
編（
絵
画
・
彫
刻
の
部
）（
令
和

五
年
度
）を
刊
行
し
て
成
果
を
公
表
し
て
お
り
、
引
き
続
き︻
三
︼典
籍
・
書
籍
及
び

歴
史
資
料
補
遺
編（
令
和
六
年
度
）・︻
二
ー
二
︼美
術
工
芸
作
品
編（
工
芸
・
染
織
作

品
の
部
）を
刊
行
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
大
雲
院
の
書
籍
資
料
に
含
ま
れ
る
、
鳥
取
藩
主
及
び
藩

士
に
係
る
歴
史
書
・『
庫
中
隠
見
録
』で
あ
る
。
同
書
は
、
鳥
取
郷
土
選
書
第
十
編『
郷

土
文
献
解
題
』に
よ
れ
ば「
文
化
・
文
政
頃
」の
成
立
で
、
池
田
家
や
家
老
の
代
々
の

事
績
、
鳥
取
藩
の
軍
備
、
東
照
宮
の
祭
礼
の
ほ
か
、
池
田
光
仲
の
人
と
な
り
や
家
来

の
行
状
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
集
め
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
伝
来
本
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
鳥
取
県
立
図
書
館
本（
乾
坤
一
冊
・
嘉

永
元
年
・
野
間
資
範
写
・「
郷
土
文
献
解
題
」の
本
）、
鳥
取
県
立
博
物
館
鳥
取
藩
政

資
料
本（
乾
坤
一
冊
）の
ほ
か
、
東
京
国
立
博
物
館
本（
一
冊
・『
池
田
家
庫
中
隠
見

録
』・
弘
化
三
年
写
本
・
徳
川
宗
敬
氏
寄
贈
資
料
）・
北
海
学
園
大
学
付
属
図
書
館
北

駕
文
庫
本（
一
冊
）・
正
宗
文
庫
本（
一
冊
・
天
保
十
五
年
・
奥
田
成
績
写
）の
全
五
種

が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
大
雲
院
本
と
北
駕
文
庫
本
以
外
の
諸
本
は
、
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
と
っ

と
り
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
そ

れ
ぞ
れ
画
像
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

鳥
取
地
域
の
地
域
史
研
究
に
お
い
て
良
質
な
二
次
資
料
と
さ
れ
る
岡
島
正
義『
鳥

府
志
』に
お
い
て
も
、
本
書
は
小
泉
友
賢『
因
幡
民
談
』等
と
並
ぶ
典
拠
と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る（
そ
の
た
め
、
本
書
の
成
立
が『
鳥
府
志
』に
先
行
す
る
こ
と
は
確
認
で

き
る
）。

今
回
取
り
上
げ
た
大
雲
院
所
蔵
の
一
書
は
、
全
編
を
一
冊
と
す
る
他
の
写
本
と
違

い
、
乾
坤
二
冊
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
や
や
原
本
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る（
乾
・

坤
巻
の
装
丁
が
異
な
る
点
、
若
干
の
留
保
は
考
え
得
る
に
せ
よ
）。

ま
た
、
本
書
は『
因
幡
民
談
』な
ど
の「
外
典
」を
集
め
た
慳
貪
箱
に
収
め
ら
れ
て
お

り
、
江
戸
時
代
の
大
雲
院
が
寺
務
・
宗
務
に
関
わ
る
書
籍
や
漢
籍
以
外
に
、
地
域
や

藩
主
家
の
歴
史
に
関
わ
る
集
書
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
．『
因
幡
民
談
』と
の「
東
照
宮
御
勧
請
御
祭
礼
」記
事
の
比
較
　

お
そ
ら
く
は
文
化
年
間
頃
に『
鳥
府
志
』に
先
行
し
て
編
纂
さ
れ
た『
庫
中
隠
見
録
』

で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
内
容
は
む
し
ろ
池
田
光
仲
時
代
ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、

し
か
も
、
光
仲
本
人
や
そ
の
近
臣
た
ち
に
つ
い
て
の
詳
細
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
録
と
な
っ

て
い
る
。
書
題
か
ら
は
古
記
録
を
隠
見
し
て
編
纂
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際

に
は「
宿
直
ば
な
し
」（
聞
き
書
き
体
の
野
史
）の
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
取

藩
に
は『
雪
窓
夜
話
』『
因
府
夜
話
』な
ど
こ
の
類
書
が
数
種
伝
わ
っ
て
い
る
が
、『
隠

見
録
』は
話
の
内
容
と
著
作
年
代
が
大
き
く
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
話
者
か
ら
の

採
録
で
は
な
く
典
拠
に
も
と
づ
く
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
、『
庫
中
隠
見

録
』に
も
、『
因
幡
民
談
』の「
東
照
宮
勧
請
」と「
初
回
の
東
照
宮
祭
礼
」に
つ
い
て
の

長
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
読
し
た
と
こ
ろ
、『
庫
中
隠
見
録
』の
記
述
は
、『
因
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